
（一） 道真竟宴詠懐人士考

キ
ー
ワ
ー
ド
：�
菅
原
道
真
、
菅
家
文
草
・
後
集
、
竟
宴
、
詠
史
、
史
記
、
漢
書
、
後
漢

書

【
要　

旨
】
父
祖
伝
来
の
学
問
の
家
柄
に
生
ま
れ
た
菅
原
道
真
は
、
菅
原
氏
の
学
問
と

学
統
を
た
え
ず
継
承
牽
引
し
て
後
継
伝
授
し
て
い
く
使
命
と
気
概
と
を
持
っ
た
。
し
か

も
常
に
そ
の
力
量
と
真
価
を
問
わ
れ
つ
づ
け
る
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
は
天
与
の
宿
命
で

あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
そ
の
感
懐
は
折
々
に
詠
ま
れ
た
諸
々
の
詩
篇
に
う
か
が
い
得
る

が
、
と
り
わ
け
学
文
講
書
・
属
文
賦
詩
と
い
っ
た
芸
文
に
関
わ
る
詠
作
に
は
、
道
真
の

心
底
に
凝
結
す
る
思
い
が
濃
淡
を
と
り
ま
ぜ
て
表
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本

論
考
の
趣
旨
は
、
講
書
に
加
え
て
、「
竟
宴
」（
宮
中
で
書
物
の
講
義
や
編
集
な
ど
が
終

わ
っ
た
後
で
催
さ
れ
る
宴
会
）
の
席
に
お
い
て
詠
作
さ
れ
た
詩
篇
と
そ
こ
に
詠
出
さ
れ

た
歴
史
人
物
等
に
着
目
し
て
、
家
学
を
に
な
い
教
学
・
処
世
す
る
道
真
の
感
懐
を
洗
い

出
す
こ
と
に
あ
る
。

　
『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』
と
い
う
中
国
史
書
「
三
史
」
に
関
わ
る
竟
宴
で
作
ら
れ

た
詠
史
の
詩
篇
に
は
、
道
真
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
感
懐
が
、
詠
み
得
た
そ
の

歴
史
上
の
人
物
を
介
し
て
表
出
さ
れ
る
。
漢
を
再
興
し
た
光
武
帝
劉
秀
、
漢
の
武
帝
の

文
章
の
臣
た
る
司
馬
相
如
、
代
々
の
史
家
た
る
司
馬
遷
、
儒
臣
た
る
黄
憲
、
叔
孫
通
、

公
孫
弘
は
、
い
ず
れ
も
み
な
各
時
代
の
各
分
野
で
そ
の
歴
史
を
代
表
す
る
人
物
た
ち
で

あ
り
、
そ
の
史
伝
を
踏
ま
え
つ
つ
詠
み
出
さ
れ
る
詩
篇
は
、
そ
の
個
々
人
の
事
績
を
巧

み
に
織
り
込
み
つ
つ
、
道
真
自
身
の
感
懐
を
も
投
射
し
て
詠
唱
さ
れ
る
か
ら
、
単
な
る

詠
史
と
は
異
な
る
面
を
有
す
る
。
し
か
も
竟
宴
の
詩
席
に
あ
っ
て
詠
み
得
た
人
物
は
、

各
自
が
引
き
得
た
も
の
で
、
任
意
に
選
択
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
偶
然
性
の
中
で

詠
作
さ
れ
た
詩
篇
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
人
物
の
史
伝
を
踏
ま
え
た
感
懐
は
臨
機
応
変

に
し
て
当
意
即
妙
的
な
一
面
を
も
あ
わ
せ
も
と
う
。
そ
の
詠
作
は
史
書
類
を
継
続
的
に

講
書
あ
る
い
は
講
読
し
得
た
学
問
的
成
果
の
表
出
で
も
あ
る
だ
け
に
、
道
真
個
人
の
詩

才
の
み
な
ら
ず
、
往
時
の
学
問
と
詩
宴
の
系
譜
を
考
え
る
上
で
も
妙
味
あ
る
一
連
の
作

品
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　

一
、

　

菅
原
道
真
は
、
三
十
三
歳
で
文
章
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
、
宇
多
天
皇
の
信
任

を
得
て
や
が
て
右
大
臣
に
昇
進
す
る
も
、
左
大
臣
藤
原
時
平
の
讒
訴
に
よ
っ

て
太
宰
府
権
帥
に
左
遷
さ
れ
、
都
に
帰
る
こ
と
な
く
彼
地
で
没
す
る
。
時
に

五
十
九
歳
。
そ
の
不
運
な
最
期
は
も
と
よ
り
、
そ
の
出
身
が
父
祖
伝
来
の
学
問

の
家
柄
で
あ
る
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
家
柄
の
ゆ
え

に
、
菅
原
氏
の
学
問
と
学
統
を
た
え
ず
牽
引
継
承
し
て
後
継
伝
授
し
て
い
く
使

命
と
気
概
を
持
ち
つ
づ
け
、
そ
の
力
量
と
真
価
を
常
に
問
わ
れ
る
環
境
に
あ
っ

た
こ
と
は
天
与
の
宿
命
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
そ
の
感
懐
は
折
々
に
詠
ま
れ

た
諸
々
の
詩
篇
に
う
か
が
え
る
が
、
と
り
わ
け
学
文
講
書
・
属
文
賦
詩
と
い
っ

た
芸
文
・
教
学
に
関
わ
る
詩
篇
に
は
、
道
真
の
心
底
に
凝
結
す
る
思
い
が
濃

　
　
　

道
真
竟
宴
詠
懐
人
士
考

堀　
　
　

誠　
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淡
を
と
り
ま
ぜ
て
表
出
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
例
と
し
て
、
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
冬
か
ら
同
五
年
夏
に
か
け
て
『
後

漢
書
』
を
講
書
し
た
時
期
に
詠
作
さ
れ
た
『
菅
家
文
草
』
巻
二
所
載
の
「
講

書
之
後
、
戯
寄
諸
進
士
（
講
書
の
後
、
戯
れ
に
諸
進
士
に
寄
す
）」（
82
）
を

読
み
た
い
。

　
　

我
是
煢
煢
鄭
益
恩
（
我
は
是
れ
煢
煢
た
る
鄭
益
恩
）

　
　

曾
経
折
桂
不
窺
園
（
曾か
つ
て経　

桂
を
折
り
園
を
窺
は
ず
）

　
「
鄭
益
恩
」
は
、
後
漢
末
の
学
者
と
し
て
名
高
い
鄭
玄
の
子
の
名
で
あ
る
。

「
煢
煢
（
焭
焭
）」
は
、
孤
独
で
頼
る
と
こ
ろ
の
な
い
さ
ま
。『
玉
篇
』
に
は
「
煢

は
、
単
な
り
。
兄
弟
無
き
な
り
。」
と
い
う
。
こ
の
詩
句
は
、『
後
漢
書
』
巻

三
十
五
の
「
鄭
玄
伝
」
に
載
る
、
鄭
玄
が
子
益
恩
を
戒
め
た
書
の
「
家
事
の

大
小
、
汝
一
に
之
を
承
け
よ
。
咨あ
あ

爾
は
焭
焭

0

0

た
る
一
夫
に
し
て
、
曾
て
同
生

の
相
依
る
無
し
。（
家
事
大
小
、
汝
一
承
之
。
咨
爾
焭
焭

0

0

一
夫
、
曾
無
同
生
相

依
。）」
の
字
句
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る（
１
）。

　

下
句
に
い
う
「
折
桂
」
は
、『
晋
書
』「
郤
詵
伝
」
に
出
典
す
る
。
優
秀
な
成

績
で
官
吏
任
用
試
験
に
合
格
し
た
こ
と
を
皇
帝
か
ら
問
わ
れ
た
郤
詵
は
、「
猶

ほ
桂
林
の
一
枝
・
崑
山
の
片
玉
の
ご
と
し
。（
猶
桂
林
之
一
枝
崑
山
之
片
玉
。）」

と
答
え
た
と
い
う
。「
折
桂
」
は
、
そ
の
桂
林
の
一
枝
を
手
折
る
意
で
、
科
挙

な
ど
登
用
試
験
に
及
第
す
る
こ
と
を
い
う
語
に
な
っ
て
い
る
。
唐
の
李
瀚
の
撰

に
な
る
『
蒙
求
』
の
標
題
に
「
郤
詵
一
枝
」
の
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
不
窺
園
」
の
語
は
、
漢
の
景
帝
に
召
さ
れ
て
博
士
に
任

じ
た
董
仲
舒
が
「
帷
を
下
し
て
講
誦
」
す
る
あ
ま
り
、「
三
年　

園
を
窺
は
ず
。

（
三
年
不
窺
園
。）」
と
の
『
漢
書
』「
董
仲
舒
伝
」
の
記
載
に
認
め
ら
れ
る
。『
蒙

求
』
に
は
「
董
生
下
帷
」
の
標
題
で
行
わ
れ
る
。

　

貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）
に
方
略
試
に
及
第
し
、
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
に

は
式
部
少
輔
に
文
章
博
士
を
兼
ね
る
に
い
た
っ
た
道
真
は
、
当
時
、
三
十
代
半

ば
の
年
齢
に
差
し
か
か
っ
て
い
た
。
是
善
の
三
男
に
生
ま
れ
た
と
い
う
道
真

は（
２
）、
当
時
な
お
父
は
存
命
で
あ
っ
た
も
の
の
、
兄
弟
の
い
な
い
孤
特
な
存
在
と

な
っ
て
い
た（
３
）。
こ
う
し
た
「
我わ
れ

」
の
身
の
上
を
、
道
真
自
身
が
鄭
玄
の
子
た

る
鄭
益
恩
に
擬
え
た
言
説
は
、
ま
さ
に
鄭
玄
父
子
に
関
す
る
史
伝
の
載
る
『
後

漢
書
』
を
講
書
す
る
環
境
の
中
で
、
相
似
た
境
遇
に
あ
る
人
物
に
反
応
し
た
即

妙
な
着
想
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
詩
篇
の
あ
と
に
配

さ
れ
る
「
博
士
難
（
古
調
）」（
87
）
に
、
道
真
が
文
章
博
士
に
任
じ
た
時
、「
万

人　

皆
競
ひ
賀よ
ろ
こび
た
れ
ど
も
、
慈
父　

独
り
相
驚
」
い
て
、「
相
驚
く
こ
と
何

の
故
ぞ
」
と
問
え
ば
、

　
　

　
　

曰
悲
汝
孤
惸
（
曰
く
、「
汝
が
孤
惸
な
る
を
悲
し
む
」
と
）

と
、
父
の
危
惧
を
回
想
的
に
詠
出
し
て
い
た
こ
と
と
重
な
る
。
慈
父
是
善
の

懸
念
は
、
鄭
玄
が
益
恩
に
宛
て
た
戒
言
に
認
め
ら
れ
る
思
い
に
相
通
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
漢
の
鐃
歌
に
由
来
す
る
楽
府
題
の
作
で
あ
る
「
有

所
思
（
思
ふ
所
有
り
）」（
98
）
に
も
、

　
　

内
無
兄
弟
可
相
語
（
内
に
兄
弟
の
相
語
る
べ
き
無
し
）

の
句
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
元
慶
年
間
の
作
に
対
し
て
、
寛
平
三
年

（
八
九
一
）
に
詠
ま
れ
た
「
暮
秋
、
送
安
鎮
西
赴
任
、
各
賦
分
字
（
暮
秋
、
安

鎮
西
の
任
に
赴
く
を
送
る
、
各お
の

お
の
分
字
を
賦
す
）」（
350
）
の
承
句
に
も
、
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無
兄
無
弟
身
初
老
（
兄
無
く
弟
無
く
身
初
め
て
老
ゆ
）

と
詠
じ
て
い
る
。
す
で
に
慈
父
是
善
は
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
八
月
三
十
日

に
逝
き
、
い
よ
い
よ
道
真
が
菅
家
廊
下
を
主
宰
し
て
代
々
の
学
の
重
責
を
に

な
う
に
い
た
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
事
実
で
あ
る
。

　

続
い
て
自
ら
の
境
遇
を
詠
み
は
じ
め
た
道
真
は
、
頷
聯
に
い
う
。

　
　

文
章
暗
被
家
風
誘
（
文
章　

暗
に
家
風
に
誘
は
る
）

　
　

吏
部
偸
因
祖
業
存
（
吏
部　

偸ひ
そ
かに
祖
業
の
存
す
る
に
因
る
）

　

文
章
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
も
、
父
祖
以
来
の
家
学
の
風
に
支
え
ら
れ
た

も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
式
部
少
輔
に
除
せ
ら
れ
た
の
も
、
父
祖
の
功
業
が
あ
っ

た
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
と
の
感
懐
は
偽
り
な
き
も
の
で
あ
る
。
吏
部
は
式
部
省

の
唐
名
。
道
真
が
式
部
少
輔
に
除
せ
ら
れ
た
の
は
貞
観
十
九
年
（
八
七
七
）
正

月
十
五
日
の
除
目
で
あ
り
、
元
慶
改
元
後
の
同
年
十
月
に
晴
れ
て
文
章
博
士

に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た（
４
）。

　

か
く
て
頸
聯
に
は
い
う
。

　
　

勧
道
諸
生
空
赧
面
（
道
を
勧
め
て　

諸
生
空
し
く
面
を
赧あ
か

ら
め
）

　
　

従
公
万
死
欲
銷
魂
（
公
に
従
ひ
て　

万
死　

魂
を
銷
さ
ん
と
欲
す
）

　
「
諸
生
」
は
こ
の
『
後
漢
書
』
の
講
書
を
受
け
る
者
た
ち
を
指
す
。「
赧
面
」

は
、
顔
面
を
赤
ら
め
、
恥
ず
か
し
が
る
こ
と
。「
勧
道
」
は
、
道
を
勧
め
る
意
。

父
祖
の
功
業
の
余
徳
に
よ
っ
て
現
在
の
地
位
に
あ
る
道
真
が
、『
後
漢
書
』
を

講
読
し
て
伝
来
の
学
問
を
伝
え
、
と
り
わ
け
「
鄭
玄
伝
」
を
講
じ
て
一
子
鄭

益
恩
へ
の
「
其
れ
勖つ

と

め
て
君
子
の
道
を
求
め
、
研
鑽
し
て
替
は
る
こ
と
勿
く
、

敬
ひ
て
威
儀
を
慎
み
、
以
て
有
徳
に
近
づ
け
。（
其
勗（

勖)

求
君
子
之
道
、
研
鑽
勿

替
、
敬
慎
威
儀
、
以
近
有
徳
。）」
を
は
じ
め
と
す
る
訓
戒
を
教
え
導
け
ば
、
学

問
へ
の
真
摯
な
厳
し
さ
に
講
書
を
受
講
す
る
者
た
ち
は
自
ら
の
姿
勢
の
甘
さ

に
顔
を
赤
ら
め
る
の
で
あ
ろ
う（
５
）。  「
銷
魂
」
は
、
魂
を
銷
す
ほ
ど
に
、
覚
悟
を

決
め
て
万
死
を
賭
し
て
尽
力
す
る
意
。「
公
」
は
公
儀
で
あ
り
、
ま
た
三
公
を

指
す
の
で
も
あ
ろ
う
。
講
書
を
受
け
る
諸
生
た
ち
に
向
け
て
、
万
死
を
か
け

て
勉
学
す
べ
き
こ
と
を
激
励
し
た
「
勧
学
」
の
言
で
あ
る
。

　

同
時
に
尾
聯
に
は
家
学
の
継
承
を
念
じ
て
詠
む
。

　
　

小
児
年
四
初
知
読
（
小
児　

年
四
つ　

初
め
て
読
む
こ
と
を
知
る
）

　
　

恐
有
疇
官
累
末
孫
（
恐
ら
く
は
疇
官
の
末
孫
に
累
る
こ
と
有
ら
ん
）

　
「
小
児
」
と
は
、
道
真
の
長
男
高
視
を
指
す
。「
年
四
」「
初
知
読
」
の
字
句
は
、

貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
生
ま
れ
の
高
視
が
四
歳
と
な
り
、
よ
う
や
く
読
書

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。「
疇
官
」
は
代
々
に
長
く
伝
え
ら
れ
る

官
職
。
父
祖
伝
来
の
官
職
が
高
視
を
は
じ
め
と
す
る
子
孫
末
代
に
ま
で
受
け

継
が
れ
る
こ
と
を
念
じ
て
や
ま
な
い
道
真
で
も
あ
る
。

　

本
詩
篇
は
、「
戯
れ
に
」
と
は
題
さ
れ
る
も
の
の
、
道
真
の
置
か
れ
た
位
置

と
環
境
が
垣
間
見
え
、
家
学
を
継
承
す
る
道
真
の
得
意
の
絶
頂
と
も
い
え
る

時
期
の
感
懐
の
う
か
が
え
る
好
一
篇
と
い
え
る
。
こ
の
詩
篇
に
お
い
て
、
漢

代
に
生
き
た
鄭
益
恩
が
歴
史
人
物
と
し
て
道
真
の
感
懐
を
彩
り
、
そ
の
擬
比

の
中
に
道
真
自
ら
の
心
懐
が
象
徴
さ
れ
る
。
こ
の
『
後
漢
書
』
の
講
書
後
の

所
詠
に
加
え
て
、
い
わ
ゆ
る
「
竟
宴
」
の
席
に
お
い
て
詠
作
さ
れ
た
詩
篇
と

そ
こ
に
詠
出
さ
れ
た
歴
史
人
物
等
に
着
目
し
て
、
家
学
を
に
な
う
道
真
の
感

懐
を
洗
い
出
し
た
い
。
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二
、

　
「
竟
宴
」
と
は
、
我
が
国
の
平
安
時
代
、
宮
中
で
書
物
の
講
義
や
編
集
な
ど

が
終
わ
っ
た
後
で
催
さ
れ
る
宴
会
を
い
っ
た
。「
竟
」
は
、
お
わ
る
・
お
え
る

意
を
表
す
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い（
６
）。
道
真
の
全
詩
篇
の
中
で
、
詩
題
に
「
竟

宴
」
の
二
字
の
認
め
ら
れ
る
も
の
は
六
作
を
数
え
る
。
そ
の
中
で
詠
作
年
代

の
最
も
古
い
も
の
は
「
史
記
竟
宴
、
詠
史
得
司
馬
相
如
」（
34
）
で
あ
り
、
貞

観
十
年
（
八
六
八
）
の
所
詠
と
い
わ
れ
る
。
時
に
道
真
は
二
十
四
歳
。
一
方
、

そ
の
最
も
新
し
い
も
の
は
「
北
堂
文
選
竟
宴
、
各
詠
史
、
句
、
得
乗
月
弄
潺
湲
」

（
437
）
で
、
道
真
五
十
二
歳
の
寛
平
六
年
（
八
九
六
）
の
詠
作
に
な
る
。
い
ま

こ
れ
ら
の
詩
篇
の
中
で
、
歴
史
人
士
を
詠
出
す
る
諸
篇
に
注
目
し
て
論
じ
た

い
。

　

そ
の
最
初
の
詠
作
で
あ
る
「
史
記
竟
宴
、
詠
史
得
司
馬
相
如
（
史
記
竟
宴
、

史
を
詠
じ
て
司
馬
相
如
を
得
た
り
）」（
34
）
は
五
言
律
詩
で
あ
る
。

　
　

犬
子
猶
司
馬
（
犬
子
は
猶
ほ
司
馬
）

　
　

相
如
有
旧
聞
（
相
如　

旧
聞
有
り
）

　

詩
題
に
確
認
さ
れ
る
「
司
馬
相
如
」
に
関
し
て
は
、『
史
記
』
に
は
巻

一
一
七
に
「
司
馬
相
如
列
伝
」
が
載
る
。
そ
の
冒
頭
の
一
節
に
、「
少わ
か

き
時
よ

り
讀
書
を
好
み
、
擊
劍
を
學
ぶ
。
故
に
其
の
親　

之
に
名
づ
け
て
曰
く
、「
犬0

子0

」
と
。（
少
時
好
読
書
、
学
撃
剣
、
故
其
親
名
之
曰
「
犬
子

0

0

」。）」
と
あ
る
。

「
犬
子
猶
司
馬
」
は
、
幼
名
が
「
犬
子
」
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
復
姓
の
「
司

馬
」
が
「
馬
を
司
る
」
意
味
を
表
す
こ
と
を
諧
謔
味
を
こ
め
て
い
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
列
伝
に
よ
れ
ば
、「
相
如
既
に
学
ん
で（
７
）、
藺
相
如
の
人
と
為
り
を

慕
ひ
、
名
を
相
如
に
更あ
ら
たむ
。（
相
如
既
学
、
慕
藺
相
如
之
為
人
、
更
名
相
如
。）」

と
い
う
。
藺
相
如
は
、
戦
国
時
代
、
趙
に
仕
え
た
名
臣
の
名
。
秦
へ
の
使
者

と
な
っ
て
、
持
参
し
た
和
氏
の
璧
を
秦
の
脅
し
に
ひ
る
ま
ず
無
事
に
持
ち
帰
っ

て
使
命
を
果
た
し
た
と
い
う
「
完
璧
」
の
故
事
で
名
高
い
。
そ
の
伝
は
、『
史

記
』
巻
八
十
一
の
「
廉
頗
藺
相
如
列
伝
」
に
載
る
が
、
そ
の
史
伝
や
相
承
に

顕
在
化
す
る
藺
相
如
の
人
と
な
り
を
慕
っ
て
の
改
名
の
由
来
を
詠
じ
て
い
る
。

　
　

官
嫌
為
武
騎
（
官
は
武
騎
為
る
を
嫌
ふ
）

　
　

曲
喜
得
文
君
（
曲
は
文
君
を
得
る
を
喜
ぶ
）

　
「
武
騎
」
は
、
か
つ
て
司
馬
相
如
が
楚
の
孝
景
帝
に
仕
え
て
拝
し
た
「
武
騎

常
侍
」
の
官
職
を
指
す
。
し
か
る
に
辞
賦
を
好
ま
ぬ
孝
景
帝
の
も
と
を
病
と

称
し
て
去
り
、
梁
の
孝
王
（
景
帝
の
弟
）
に
仕
え
た
。
こ
の
こ
ろ
詠
作
さ
れ
た

の
が
出
世
作
と
な
る
「
子
虚
賦
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

し
か
る
に
孝
王
が
逝
去
し
た
が
た
め
に
、
司
馬
相
如
は
帰
郷
す
る
。
家
は
貧

し
く
自
ら
の
生
業
も
無
く
、
臨
邛
令
の
王
吉
と
と
も
に
訪
ね
た
の
が
、
当
地

臨
邛
の
金
満
家
で
あ
る
卓
王
孫
の
屋
敷
で
あ
っ
た
。
琴
の
名
手
で
も
あ
っ
た

相
如
は
、
演
奏
を
請
わ
れ
る
と
、
卓
家
に
は
寡
婦
に
な
っ
て
間
も
な
い
音
曲

好
き
な
娘
の
文
君
の
い
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
「
琴
心
を
以
て
之
れ
に
挑
む
」

と
は
、『
史
記
』「
司
馬
相
如
列
伝
」
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
頷
聯
に
お
い
て
「
官
」
の
対
語
と
な
る
「
曲
」
は
、
か
く
て
相
如
が
奏

し
た
音
曲
琴
声
の
意
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
光
景
を
戸
か
ら
窺
っ
て
心
に
相

如
を
悦
び
好
い
た
文
君
は
、
つ
い
に
相
如
の
も
と
に
「
奔
」
る
。「
奔
」
と
は

「
私
奔
」
す
な
わ
ち
駆
け
落
ち
の
意
で
あ
る
。
か
く
て
司
馬
相
如
は
良
家
の
卓

文
君
を
迎
え
た
が
、
駆
け
落
ち
先
の
成
都
の
新
所
帯
は
「
徒
い
た
づ
らに
四
壁
立
つ
の
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み
」
と
表
現
さ
れ
る
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
や
が
て
臨
邛
に
舞
い
戻
っ
た
二
人

は
酒
舍
を
買
い
、
文
君
は
「
鑪
に
當
」
た
っ
て
酒
を
売
り
、
相
如
は
犢
鼻
褌
す

が
た
で
下
働
き
の
者
と
い
っ
し
ょ
に
器
を
洗
う
。
つ
い
に
は
卓
王
孫
も
折
れ
て

文
君
に
僮
百
人
、
錢
百
萬
、
お
よ
び
婚
嫁
し
た
時
の
衣
服
や
財
物
を
分
与
し
、

文
君
は
相
如
と
成
都
に
帰
っ
て
田
宅
を
買
っ
て
富
人
と
な
る
。
詩
句
は
「
文

君
當
鑪
」
に
象
徴
さ
れ
る
有
情
可
憐
な
名
高
い
故
事
を
背
後
に
控
え
る
。

　
　

苦
諫
長
楊
獵
（
苦
ね
ん
ご
ろに
諫
む　

長
楊
の
猟
）

　
　

多
労
広
沢
軍
（
多
く
労
る　

広
沢
の
軍
）

　

こ
の
頸
聯
に
い
う
「
長
楊
」
は
、
盩
ち
ゅ
う
ち
つ厔
に
あ
っ
た
離
宮
の
名
。「
広
沢
」
は
、

遊
猟
す
る
土
地
を
指
す
。
両
句
は
い
ず
れ
も
司
馬
相
如
の
賦
作
品
に
お
け
る

所
詠
を
踏
ま
え
る
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
両
句
を
理
解
す
る
に
は
、
漢
の
武
帝
に
召
さ
れ
る
契
機
と

な
っ
た
「
子
虚
賦
」
を
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
子
虚
賦
」
は
、
か
つ

て
司
馬
相
如
が
梁
王
の
も
と
で
著
し
た
作
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
賦
篇
を
善
し

と
評
価
し
て
い
た
武
帝
は
、「
朕
独
り
此
の
人
と
時
を
同
じ
く
す
る
を
得
ざ
ら

ん
か
な
」
と
悔
や
む
こ
と
し
き
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
聞
き
つ
け
た
蜀
の
人

で
狗
監
を
勤
め
る
楊
得
意
が
「
臣
の
邑
人
の
司
馬
相
如
自
ら
此
の
賦
を
為つ
く

る

と
言
ふ
」
と
答
え
た
こ
と
に
よ
り
、
司
馬
相
如
は
武
帝
に
召
し
出
さ
れ
、
後

に
奏
上
し
た
「
天
子
遊
猟
賦（
８
）」が
御
意
に
か
な
い
、
晴
れ
て
郎
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

そ
の
賦
篇
は
、「
楚　

子
虚
を
し
て
斉
に
使
せ
し
む
。
斉
王
こ
と
ご
と
く
境
内

の
士
を
発
し
、
車
騎
の
衆
を
備
え
て
使
と
と
も
に
出
で
て
田か
り

す
。」
に
始
ま
る
。

す
な
わ
ち
、
楚
王
の
使
者
子
虚
（「
こ
の
子
虚む
な

し
」
の
意
を
寓
す
る
）
を
迎
え

て
、
盛
大
に
士
を
発
し
車
騎
の
衆
を
そ
ろ
え
て
狩
り
を
催
す
斉
王
に
対
し
て
、

子
虚
は
楚
王
の
狩
り
の
も
よ
う
を
弁
じ
る
と
、
こ
の
子
虚
と
斉
王
の
遣
り
取
り

を
聞
い
た
烏
有
先
生
（「
烏い
づ
くん
ぞ
こ
の
こ
と
有
ら
ん
や
」
の
意
を
寓
す
る
）
が

斉
の
た
め
に
楚
を
反
駁
し
、
同
席
し
た
亡
是
公
（「
是こ

の
公ひ
と

無
し
」
の
意
を
寓

す
る
）
が
、
天
子
の
上
林
苑
の
広
大
さ
を
語
る
と
と
も
に
、
天
子
が
奢
侈
を

知
覚
し
て
酒
を
解
き
猟
を
罷
め
る
大
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

こ
の
間
、
頸
聯
下
句
の
「
広
沢
」
の
語
は
、
子
虚
に
対
す
る
斉
王
の
「
楚
も

亦
た
平
原
広
沢

0

0

の
游
獵
の
地
の
饒
か
に
し
て
楽
し
き
こ
と
此
く
の
若ご
と

き
者
あ

る
や
。
楚
王
の
獵　

寡
人
に
何い
づ
れ与
ぞ
」
と
の
問
い
か
け
の
中
に
初
出
し
、
子

虚
が
楚
王
の
狩
り
の
全
容
を
語
る
中
に
、
方
九
百
里
の
雲
夢
の
南
に
「
平
原

広
沢

0

0

有
り
」
と
再
出
す
る
。「
広
沢
」
は
遊
猟
の
地
を
象
徴
す
る
語
で
あ
る
と

と
も
に
、「
軍
」
は
田
猟
の
意
。
天
子
の
改
悛
を
介
し
て
、
そ
の
衆
庶
を
顧
み

ず
国
家
の
政
を
忘
れ
た
遊
猟
は
否
定
し
さ
ら
れ
、
山
沢
の
民
は
慰
労
安
撫
さ

れ
る
の
で
あ
っ
た
。

  

頸
聯
上
句
に
い
う
「
長
楊
獵
」
の
こ
と
は（
９
）、「
司
馬
相
如
列
伝
」
の
も
う
少

し
後
の
部
分
に
現
れ
る
。「
天
子
遊
猟
の
賦
」
に
よ
っ
て
郎
に
任
ぜ
ら
れ
た
相

如
は
西
南
夷
の
討
伐
に
参
画
し
て
功
績
を
挙
げ
る
が
、
そ
の
後
、
賄
賂
を
受
け

た
と
の
上
書
で
官
を
止
め
さ
せ
ら
れ
る
も
、
一
年
あ
ま
り
後
に
再
び
召
さ
れ

て
郎
と
な
る
。
し
か
し
、
卓
文
君
と
の
結
婚
に
よ
り
財
力
の
豊
か
な
相
如
は
、

公
卿
や
国
家
の
事
に
与
ろ
う
と
せ
ず
、
病
身
と
称
し
て
閑
居
し
て
官
職
を
望

ま
な
か
っ
た
と
い
う
。
か
つ
て
主
上
に
従
い
長
楊
宮
に
行
っ
て
狩
猟
を
し
た

が
、
好
ん
で
熊
や
猪
を
撃
ち
野
獣
を
追
い
回
す
の
で
、
上
書
し
て
諫
め
る
と
、

主
上
は
こ
の
言
を
嘉
納
し
た
と
記
載
さ
れ
る
。
以
上
は
『
史
記
』「
司
馬
相
如

列
伝
」
の
所
伝
に
確
認
で
き
る
事
績
を
踏
ま
え
る
。

　
「
司
馬
相
如
列
伝
」
に
よ
れ
ば
、
や
が
て
孝
文
園
（
孝
文
帝
の
陵
園
）
の
令

に
任
ぜ
ら
れ
た
司
馬
相
如
は
、
武
帝
が
仙
人
の
道
を
好
む
と
知
る
と
、
列
仙
の
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伝
記
に
よ
っ
て
、
仙
人
た
ち
は
山
沢
に
住
ん
で
姿
は
と
て
も
痩
せ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
主
上
の
念
願
す
る
仙
人
で
は
な
い
と
考
え
、
帝
に
約
束
し
て
い
た
「
大

人
賦
」
を
完
成
す
る
。「
世
に
大
人
あ
り
て
中
州
に
お
り
、
万
里
の
住
居
は
あ

れ
ど
、
か
つ
て
し
ば
ら
く
も
留
ま
ら
ず
、
世
俗
の
窮
屈
を
悲
し
み
、
去
っ
て

天
空
に
昇
り
遠
く
遊
ぶ
」
に
始
ま
る
。
賦
中
の
「
大
人
」
の
語
は
天
子
を
指

す
と
い
う（10
）。
こ
の
賦
の
こ
と
は
尾
聯
の
二
句
に
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
る
。

　
　

大
人
今
可
用
（
大
人　

今　

用
ゐ
る
べ
し
）

　
　

何
処
不
凌
雲
（
何
れ
の
処
に
か
雲
を
凌
が
ざ
ら
ん
）

　

尾
聯
上
句
の
「
大
人
」
は
、「
大
人
賦
」
自
体
を
指
す
よ
り
は
、
そ
の
作
者

た
る
司
馬
相
如
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
司
馬
相
如
列
伝
」
に
は
「
相

如
既
に
大
人
の
頌
を
奏
し
、
天
子
大
い
に
説よ
ろ
こ
ぶ
。
飄
飄
と
し
て
凌
雲

0

0

の
気
有

り
、
天
地
の
間
に
游
ぶ
に
似
た
り
。（
相
如
既
奏
大
人
之
頌
、
天
子
大

。
飄

飄
有
凌
雲

0

0

之
気
、
似
游
天
地
之
間
意
。）」
と
も
あ
っ
て
、「
大
人
」
の
語
は
も

と
よ
り
「
凌
雲
」
の
語
も
こ
こ
に
典
拠
が
確
認
さ
れ
る
。
か
か
る
賦
を
詠
作

し
て
天
子
の
御
意
を
満
足
せ
し
め
た
相
如
の
才
は
今
ま
た
大
い
に
用
い
ら
れ
、

雲
を
凌
が
ん
ば
か
り
に
重
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
頌
え
る
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、
司
馬
相
如
は
漢
の
武
帝
の
文
章
の
臣
で
あ
り
、
い
わ
ゆ

る
辞
賦
文
学
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
家
で
も
あ
る
。
詠
作
の
前
年
の
貞
観

九
年
（
八
六
七
）
に
文
章
得
業
生
に
補
せ
ら
れ
た
二
十
四
歳
の
青
年
道
真
は
、

司
馬
相
如
に
自
ら
の
進
む
べ
き
将
来
の
指
針
を
も
重
ね
み
て
、
そ
の
非
凡
の

文
才
に
追
随
す
べ
く
意
気
軒
昂
な
処
世
の
日
々
を
送
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
希
望
あ
る
い
は
願
望
を
こ
の
史
伝
中
の
人
士
に
託
し
て
詠
じ
た
も
の
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　

因
み
に
、
司
馬
相
如
は
文
君
と
の
恋
に
始
ま
る
「
文
君
當
鑪
」
の
話
題
を

は
じ
め
、
多
く
の
逸
話
の
持
ち
主
で
も
あ
る
が
た
め
に
、
時
を
経
て
詠
ま
れ

た
道
真
の
他
の
詩
篇
に
も
そ
の
姿
を
現
す
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

　

第
一
に
、
不
惑
を
過
ぎ
て
四
十
二
歳
の
仁
和
二
年
（
八
八
六
）、
讃
岐
守
に

任
ぜ
ら
れ
て
三
月
下
旬
に
着
任
し
た
道
真
は
、
翌
年
秋
に
暇
を
乞
う
て
都
に

帰
り
、
自
邸
で
年
を
越
し
て
讃
岐
に
帰
任
す
る
。
そ
の
道
中
の
詠
作（

11
）の

一
篇

と
い
う
「
哭
翰
林
學
士
（
翰
林
學
士
を
哭
す
）」（
246
）
の
首
聯
に
注
目
し
た
い
。

　
　

愁
思
病
甚
馬
相
如

0

0

0

0

0

（
愁
へ
て
思
へ
ら
く
は
病
む
こ
と
甚
し
き
馬
相
如
）

　
　

別
後
三
迴
附
起
居
（
別
れ
し
後　

三
迴　

起
居
に
附
せ
し
を
）

　

詩
題
に
い
う
「
翰
林
學
士
」
は
、
文
章
博
士
の
唐
名
。
哀
哭
さ
れ
る
文
章

博
士
の
名
は
不
詳（

12
）。

首
聯
上
句
に
い
う
「
馬
相
如
」
は
、
司
馬
相
如
の
復
姓

を
略
記
し
て
三
字
の
表
記
に
し
た
も
の
。「
病
む
こ
と
甚
し
き
」
と
は
、『
史
記
』

や
『
漢
書
』
の
「
司
馬
相
如
伝
」
に
あ
る
「
相
如
口
吃
に
し
て
而
し
て
善
く
書

を
著
す
。
常
に
消
渇
疾
有
り

0

0

0

0

0

0

0

。（
相
如
口
吃
而
善
著
書
。
常
有
消
渇
疾

0

0

0

0

0

。）」
と

の
記
載
に
由
来
す
る
。「
消
渇
疾
」
と
は
、
水
を
多
飲
し
て
渇
き
を
消
さ
ん
と

す
る
病
症
に
出
た
病
名
で
、
い
わ
ゆ
る
糖
尿
病
。
そ
の
病
い
が
司
馬
相
如
の

痼
疾
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
史
伝
に
確
認
で
き
る
。
い
ま
は
亡
き
文
章
の
才

あ
る
某
翰
林
学
士
の
病
身
を
、
消
渇
疾
を
病
ん
だ
文
章
の
名
家
司
馬
相
如
に

擬
え
て
表
現
し
た
詩
句
で
あ
っ
た（

13
）。

　

第
二
に
、
同
じ
く
讃
岐
へ
向
か
う
道
中
の
一
篇
で
あ
る
「
小
男
阿
視
、
留

在
東
京
。
写
送
田
大
夫
「
禁
中
瞿
麦
花
三
十
韻
詩
」
云
、「
此
詩
也
、
応
詔
作

之
。
時
人
重
之
。
故
奉
之
。」
予
吟
之
翫
之
、
不
知
其
足
。
仍
製
一
篇
、
続
于

詩
草
云
爾
（
小
男
阿
視
、
留
り
て
東
京
に
在
り
。
田
大
夫
の
「
禁
中
瞿
麦
花
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三
十
韻
詩
」
を
写
し
送
り
て
云
は
く
、「
此
詩
や
、
詔
に
応
じ
て
之
を
作
れ
り
。

時
人　

之
を
重
ん
ぜ
り
。
故
に
之
を
奉
る
」
と
。
予　

之
を
吟
じ
之
を
翫
び
て
、

其
の
足
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
仍
り
て
一
篇
を
製
り
て
、
詩
草
に
続つ

ぐ
と
爾し
か

云

ふ
。）」（
302
）
の
首
聯
に
も
、
次
の
句
作
が
見
え
る
。

　
　

家
児
不
問
老
江
濆
（
家
児
は
江
濆
に
老
い
た
ら
ん
こ
と
を
問
は
ず
）

　
　

只
報
相
如

0

0

遇
好
文
（
只
だ
相
如
の
好
文
に
遇
へ
り
し
を
報
ず
）　

　
「
家
児
」
と
は
、
詩
題
に
「
小
男
阿
視
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
道
真
の
長

男
高
視
を
指
す
。
こ
の
子
息
が
、
遠
く
讃
岐
の
江
海
の
地
に
客
寓
す
る
父
の

老
い
つ
つ
あ
る
身
の
上
を
問
う
こ
と
も
な
く
、
詩
題
に
い
う
「
田
大
夫
」
こ

と
島
田
忠
臣
の
「
禁
中
瞿
麦
花
三
十
韻
」
の
作
を
書
き
写
し
て
送
り
知
ら
せ

て
き
た
こ
と
を
詠
む
。「
禁
中
瞿
麦
花
三
十
韻
」
は
島
田
忠
臣
が
詠
じ
た
詩
篇

で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
義
父
に
し
て
師
た
る
島
田
忠
臣
を
文
章
の
名
家
た
る

司
馬
相
如
に
擬
え
、
そ
の
文
名
に
違
わ
ぬ
よ
い
作
品
を
忠
臣
が
作
り
得
た
こ

と
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）
に
讃
岐
か
ら
秩
満
ち
て
帰
郷
し

た
あ
と
に
詠
作
さ
れ
た
「
奉
謝
源
納
言
移
種
家
竹
（
源
納
言　

家
の
竹
を
移

し
種
う
る
に
謝
し
奉
る
）」（
329
）
の
尾
聯
で
あ
る
。

　

詩
題
に
い
う
「
源
納
言
」
は
源
能
有
。
こ
の
納
言
か
ら
道
真
の
家
園
の
竹
を

所
望
さ
れ
て
移
し
植
え
た
後
に
詠
ま
れ
た
作
で
あ
る
が
、
竹
は
、
晋
の
王
徽
之

が
「
何
ぞ
一
日
と
し
て
此
の
君
無
か
る
べ
け
ん
や
」（

14
）と

い
っ
て
以
来
、「
此
の

君
」
が
そ
の
異
名
と
な
る
。
ま
さ
に
「
此
の
君
を
吟
嘯
し
て
口
に
飡
ふ
こ
と
を

棄
つ
」
と
詠
み
出
し
た
道
真
は
、「
豈
に
移
し
去
り
て
朱
欄
に
堪
へ
ん
や
」
と

源
納
言
の
館
の
朱
欄
に
わ
が
家
の
「
此
の
君
」
が
映
え
る
か
と
気
遣
う
一
方
、

こ
の
竹
の
「
空
心
」
や
「
痩
幹
」、
そ
し
て
今
は
虫
喰
い
と
な
っ
た
「
簡ふ
だ

」
や

新
た
に
截
っ
て
作
る
こ
と
も
か
な
わ
ぬ
「
魚
竿
」
へ
の
思
い
を
詠
む
と
と
も

に
、
尾
聯
に
は
梁
の
孝
王
と
司
馬
相
如
の
名
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
出
現
す
る
。

　
　

梁
王
欲
識
孤
貞
節
（
梁
王　

孤
の
貞
節
を
識
ら
ん
と
欲
せ
ば
）

　
　

請
喚
相
如

0

0

雪
裏
看
（ 

請
ふ
ら
く
は
相
如
を
喚
び
て
雪
の
裏
に
看
し
め
ん

こ
と
を
）

　

上
句
に
い
う
「
梁
王
」
は
梁
の
孝
王
で
あ
り
、
源
納
言
を
擬
え
て
い
よ
う
。

孝
王
は
前
漢
の
孝
文
帝
の
子
。
下
句
の
「
相
如
」
は
も
ち
ろ
ん
司
馬
相
如
で

あ
り
、
道
真
自
身
を
た
と
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

孝
王
は
、
梁
に
封
ぜ
ら
れ
て
東
苑
を
作
る
。
方
三
百
余
里
の
広
さ
が
あ
り
、

こ
れ
が
「
兔
園
」

（
15
）と

呼
ば
れ
、
多
く
の
竹
を
植
え
、
中
に
修
竹
園
の
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
松
竹
は
貞
節･

節
操
の
堅
い
こ
と
を
た
と
え
る
植

物
で
も
あ
る（

16
）。「

孤
」
は
、
そ
そ
り
た
つ
孤
竹
の
意
味
で（

17
）、

孤
竹
君
の
子
で
あ

る
伯
夷
・
叔
斉
を
も
連
想
さ
せ
る
。「
貞
節
」
は
、
移
植
さ
れ
る
「
此
の
竹
」

の
も
つ
貞
節
な
心
で
あ
ろ
う
し
、
延
い
て
は
そ
の
旧
主
人
た
る
道
真
の
赤
心

を
も
い
う
。
加
え
て
、
下
句
の
「
雪
裏
看
」
の
文
字
に
よ
れ
ば
、
こ
の
尾
聯

両
句
が
『
文
選
』
巻
十
三
「
物
色
」
に
載
る
謝
霊
運
の
「
雪
賦
」
を
踏
ま
え

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

年
末
の
日
暮
れ
が
た
に
寒
風
が
吹
き
つ
の
り
愁
雲
が
垂
れ
こ
め
る
中
、
心
中

不
興
の
梁
王
は
兔
園
に
遊
び
、
旨
酒
を
用
意
し
て
鄒
陽
、
枚
乗
を
招
く
。
司
馬

相
如
が
最
後
に
到
着
す
る
と
、
空
模
様
は
「
俄
か
に
し
て
微
霰
零お

り
、
密
雪
下

る
」
と
変
じ
、
こ
こ
に
『
詩
経
』
の
「
北
風
」（
邶
風
）
と
「（
信
）
南
山
」（
小
雅
）

を
歌
っ
た
梁
王
は
、
相
如
に
簡
を
授
け
て
、「
子
の
秘
思
を
抽ぬ

き
、
子
の
妍
辞
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を
騁
せ
、
色
を
侔ひ
と

し
う
し
て
称
を
揣は
か

り
、
寡
人
の
為
に
之
れ
を
賦
せ
よ
」
と

下
命
す
る
。
司
馬
相
如
は
立
ち
上
が
っ
て
揖
し
、「
臣
聞
く
」
と
詠
じ
は
じ
め
、

「
霜
雪
の
交
は
り
積
も
れ
る
を
踐
み
、
枝
葉
の
相
違
へ
る
を
憐
れ
む
。
遙
か
な

る
思
ひ
を
千
里
に
馳
せ
、
手
を
接
へ
て
同
に
帰
ら
ん
こ
と
を
願
ふ
」
と
ま
と

め
あ
げ
れ
ば
、
鄒
陽
は
心
服
し
て
「
積
雪
の
歌
」
と
「
白
雪
の
歌
」
と
を
続
け
、

枚
乗
は
吟
翫
扼
腕
す
る
梁
王
に
「
乱
」
を
作
れ
と
命
じ
ら
れ
て
、
白
羽
は
白

い
け
れ
ど
も
質
は
軽
く
、
白
玉
は
白
い
け
れ
ど
も
空
し
く
貞
を
守
る
だ
け
で
、

雪
が
「
時
に
因
り
て
興
滅
す
」
る
の
に
及
び
も
つ
か
ず
、「
玄
陰
（
冬
の
気
）

凝
る
も
其
の
潔
を
昧く
ら

く
せ
ず
、
太
陽
曜か
が
やく
も
其
の
節
を
固
く
せ
ず
」
と
そ
の

融
通
無
碍
な
る
さ
ま
は
も
と
よ
り
、
雲
や
風
の
ま
ま
に
従
い
、
物
や
地
に
よ
っ

て
形
を
変
え
、
遇
う
も
の
に
よ
っ
て
白
く
も
な
れ
ば
染
め
る
が
ま
ま
に
汚
れ
る

こ
と
を
唱
い
、
心
を
浩
然
の
気
の
中
に
闊
達
に
す
る
自
由
さ
を
説
い
て
結
ぶ
。

　

道
真
は
こ
こ
に
史
伝
の
み
な
ら
ず
謝
霊
運
の
「
雪
賦
」
に
詠
唱
さ
れ
た
世

界
を
も
駆
使
し
、
こ
の
往
昔
は
中
国
の
「
雪
賦
」
の
ご
と
く
、
源
納
言
が
文

章
の
臣
た
る
道
真
を
招
き
喚
ん
で
詠
作
さ
せ
、
そ
こ
に
詠
出
さ
れ
た
雪
の
う

ち
に
貞
節
の
心
を
試
し
み
よ
と
詠
じ
た
の
で
あ
る
。
竹
と
の
ゆ
か
り
の
深
い

梁
王
と
文
章
の
臣
た
る
司
馬
相
如
を
詠
唱
に
組
み
入
れ
て
、
自
ら
の
思
い
を

託
し
た
道
真
の
詠
作
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

道
真
の
中
に
お
い
て
、
司
馬
相
如
の
存
在
は
、「
史
記
竟
宴
、
詠
史
得
司
馬

相
如
」
の
詠
作
以
来
、
大
き
な
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
文
章
の
臣
と
し
て
複

数
の
詩
篇
に
異
土
の
先
人
を
投
影
し
、
そ
の
事
績
を
巧
み
に
借
り
用
い
て
自

己
を
表
出
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

三
、

　

道
真
が
詠
み
得
た
「
竟
宴
」
詩
の
二
番
目
に
当
た
る
の
は
、「
漢
書
竟
宴
、

詠
史
得
司
馬
遷
（
漢
書
竟
宴
、
史
を
詠
じ
て
司
馬
遷
を
得
た
り
）」（
63
）
で

あ
る
。
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
三
月
に
少
内
記
に
任
じ
た
道
真
は
、『
漢
書
』

を
門
人
に
講
じ
、
そ
の
「
竟
宴
」
で
詠
作
し
た
の
が
本
作
で
あ
る（

18
）。

こ
こ
に

道
真
が
詠
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
司
馬
遷
は
、
中
国
の
正
史
の
最
初
と
な
る
『
史

記
』
を
撰
述
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
力
戦

空
し
く
匈
奴
に
投
降
す
る
こ
と
に
な
っ
た
李
陵
を
弁
護
し
た
こ
と
に
と
も
な

う
宮
刑
の
恥
辱
で
あ
っ
た
と
も
い
う
。『
史
記
』「
太
史
公
自
序
」
に
は
、
代
々

の
「
太
史
」
と
し
て
の
職
務
へ
の
強
い
意
志
と
責
任
が
た
だ
よ
う
。
そ
の
司

馬
遷
を
竟
宴
で
詠
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
道
真
は
、
ま
ず
そ
の
修
養
と
職
分
に

着
眼
す
る
。

　
　

少
日
纔
知
誦
古
文
（
少わ
か

か
り
し
日　

纔
に
古
文
を
誦
す
る
を
知
れ
り
）

　
　

何
図
祖
業
得
相
分
（ 

何
ぞ
図
ら
ん　

祖
業
の
相
分
か
る
る
を
得
る
こ
と

を
）

　
「
誦
古
文
」
の
文
字
は
、
も
ち
ろ
ん
『
漢
書
』「
司
馬
遷
伝
」
に
い
う
「
遷　

龍
門
に
生
ま
れ
、
河
山
の
陽
に
耕
牧
す
。
年
十
歳

0

0

0

に
し
て

0

0

0

、
則
ち

0

0

古
文
を
誦
す

0

0

0

0

0

。

（
遷
生
龍
門
、
耕
牧
河
山
之
陽
。
年
十
歳

0

0

0

、
則
誦
古
文

0

0

0

0

。）」
と
の
生
い
立
ち
を

記
し
た
部
分
に
確
認
さ
れ
る
が
、
元
来
、
そ
の
記
述
は
司
馬
遷
自
ら
『
史
記
』

「
太
史
公
自
序
」
に
記
し
た
文
言
に
依
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。「
古
文
」
は
、

漢
代
の
隷
書
体
を
「
今
文
」
と
い
う
の
に
対
し
て
、
秦
以
前
に
用
い
ら
れ
た

文
字
を
い
う
。「
少
日
」
と
は
、『
史
記
』『
漢
書
』
の
記
載
に
認
め
ら
れ
る
「
歳
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十
歳
」
の
こ
ろ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
学
問
に
い
そ
し
み
、
二
十
歳
で
南
は
長

江
・
淮
水
に
遊
び
、
会
稽
山
に
上
り
、
禹
穴
を
探
り
、
九
疑
山
を
窺
い
、
沅
水
・

湘
水
に
浮
か
び
、
北
は
汶
水
・
泗
水
を
渉
り
、
斉
・
魯
の
都
に
学
問
し
、
孔

夫
子
の
遺
風
を
観
て
、
鄒
・
嶧
で
郷
射
（
周
代
、
地
方
か
ら
天
子
に
人
材
を

推
薦
す
る
に
際
し
て
、
民
意
を
徴
す
べ
く
射
術
を
行
わ
せ
る
儀
式
）
を
行
い
、

蕃
・
薛
・
彭
城
で
は
困
苦
し
、
梁
・
楚
に
立
ち
寄
っ
て
帰
着
し
た
。
か
く
て
仕

え
て
郎
中
に
任
ぜ
ら
れ
、
使
命
を
西
に
奉
じ
て
巴
・
蜀
以
南
の
地
に
遠
征
し
、

邛
・
筰
・
昆
明
を
攻
略
し
て
、
帰
還
し
て
復
命
し
た
。

　

そ
の
司
馬
遷
に
と
っ
て
「
祖
業
」
と
は
何
か
。「
祖
業
」
の
語
は
、
す
で
に

読
ん
だ
道
真
の
「
講
書
之
後
、
戯
寄
諸
進
士
（
講
書
の
後
、
戯
れ
に
諸
進
士

に
寄
す
）」（
82
）
の
頷
聯
に
あ
る
、

　
　

吏
部
偸
因
祖
業

0

0

存
（
吏
部
偸ひ
そ
かに
祖
業
の
存
す
る
に
因
る
）

の
句
中
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
道
真
は
若
く
し
て
菅
家
の
将
来
を
に
な
い
、

確
か
に
「
祖
業
」
へ
の
強
い
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る（

19
）。

こ

の
「
祖
業
」
の
語
を
異
国
の
先
人
た
る
司
馬
遷
に
翻
っ
て
考
究
す
る
と
、
司
馬

遷
が
帰
還
し
た
時
、
父
の
司
馬
談
は
太
史
公
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
な
が
ら
天
子
の

泰
山
封
禅
に
用
い
ら
れ
ず
、
失
意
に
あ
っ
て
死
な
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
の
父
は
、
使
い
か
ら
帰
っ
た
司
馬
遷
と
対
面
し
て
、「
予
の
先
、
周
室

の
太
史
な
り
。」
と
語
り
は
じ
め
、
や
が
て
「
汝
復
た
太
史
と
為
り
、
則
ち
吾0

が
祖

0

0

を
続つ

げ
（
汝
復
為
太
史
，
則
続
吾
祖

0

0

矣
。）」、
ま
た
「
予
死
す
る
や
、
爾な
ん
ぢ

必
ず
太
史
と
為
ら
ん
。
太
史
と
為
り
て
、
吾
が
欲
す
る
所
の
論
著
を
忘
る
る

毋
か
れ
。」
と
遺
命
す
る
。

　
「
祖
業
」
と
は
、
先
祖
代
々
が
継
い
で
き
た
「
太
史
」
の
役
務
を
い
う
。
司

馬
遷
は
こ
の
天
文
暦
算
を
つ
か
さ
ど
り
国
家
の
歴
史
を
つ
か
さ
ど
る
「
祖
業
」

を
後
継
し
、
父
の
無
念
を
晴
ら
し
て
遺
命
さ
れ
た
「
論
著
」
の
大
任
を
全
う

す
べ
く
意
図
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。
道
真
は
、「
祖
業
」
の
語
を
介
し
て
、
同

じ
く
代
々
の
業
を
継
ぐ
者
と
し
て
同
様
の
境
遇
に
あ
っ
た
司
馬
遷
に
自
ら
を

重
ね
て
い
た
に
ち
が
い
な
く
、
司
馬
遷
へ
の
憧
憬
も
ま
た
浅
か
ら
ざ
る
も
の

が
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。

　
　

毎
思
劉
向
称
良
史
（
毎
に
思
ふ　

劉
向　

良
史
と
称
す
る
を
）

　
　

再
拝
龍
門
一
片
雲
（
再
び
拝
す　

龍
門　

一
片
の
雲
）

　
「
良
史
」
の
語
は
、『
漢
書
』「
司
馬
遷
伝
」「
賛
」
に
あ
る
「
劉
向

0

0

揚
雄　

博
く
羣
書
を
極
め
し
自
り
、
皆　

遷0

に
良
史
の
材
有
り
と
称
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
自
劉
向

0

0

揚

雄
博
極
羣
書
、
皆
称
遷
有
良
史
之
材

0

0

0

0

0

0

0

。）」
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
司
馬

遷
が
優
れ
た
史
官
と
し
て
の
才
能
を
も
つ
こ
と
を
称
え
て
い
う
。「
劉
向
」
は
、

前
漢
末
の
学
者
で
、
漢
室
の
子
孫
で
も
あ
り
、
秦
の
始
皇
帝
の
焚
書
に
よ
っ

て
混
乱
を
き
た
し
た
宮
中
の
図
書
を
整
理
校
訂
す
る
作
業
を
推
進
し
、
目
録

解
題
を
作
成
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
「
賛
」
に
こ
の
劉
向
と
並
称
さ

れ
た
「
揚
雄
」
も
ま
た
後
漢
末
の
学
者
に
し
て
文
章
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
転
句
に
は
、
劉
向
が
司
馬
遷
を
「
良
史
」
で
あ
る
と
称
賛
し
た
こ
と

を
詠
じ
る
が
、
道
真
は
た
え
ず
そ
の
司
馬
遷
の
偉
業
を
思
い
慕
わ
ず
に
は
お

れ
な
い
。「
龍
門
」
は
、
す
で
に
引
用
し
た
「
太
史
公
自
序
」
あ
る
い
は
「
司

馬
遷
伝
」
に
認
め
得
る
出
身
地
の
地
名
（
現
在
の
陝
西
省
韓
城
市
。
古
の
禹

が
う
が
っ
た
地
と
伝
え
ら
れ
る
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
道
真
は
、
こ
の
龍
門

に
か
か
る
一
片
の
雲
を
再
拝
し
て
や
ま
ぬ
と
の
思
い
を
詠
い
あ
げ
て
結
ぶ
。

　

い
わ
ゆ
る
「
三
史
」「
文
選
」
と
称
さ
れ
て
学
問
の
基
盤
に
置
か
れ
る
漢
籍
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の
中
で
、
正
史
の
祖
た
る
『
史
記
』
を
撰
じ
、
か
つ
「
太
史
公
自
序
」
を
書
き
、

『
漢
書
』
に
史
伝
の
載
る
司
馬
遷
の
存
在
は
、
学
文
を
修
養
し
講
述
す
る
も
の

に
と
っ
て
は
と
り
わ
け
大
き
く
、
崇
敬
す
べ
き
対
象
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま

し
て
祖
業
と
し
て
の
文
章
道
を
継
ぐ
べ
き
道
真
で
あ
れ
ば
、
祖
業
を
継
い
で

往
古
か
ら
の
歴
史
を
書
記
し
た
「
良
史
」
司
馬
遷
に
対
す
る
敬
慕
の
念
は
一

方
な
ら
ず
、
そ
の
切
な
る
思
い
を
尾
聯
の
文
辞
に
端
的
に
表
出
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　

四
、

　
「
後
漢
書
竟
宴
、
各
詠
史
、
得
光
武
（
後
漢
書
竟
宴
、
各お
の

お
の
史
を
詠
ず
、

光
武
を
得
た
り
）」（
91
）
は
、
道
真
が
元
慶
五
年
（
八
八
一
）
夏
に
『
後
漢

書
』
を
講
じ
終
わ
り
、
翌
六
年
春
に
開
か
れ
た
竟
宴
で
の
詠
作
で
あ
る
。
道

真
三
十
七
歳
。

　

こ
の
『
後
漢
書
』
の
講
書
は
、
貞
観
十
四
年
（
八
七
二
）
秋
、
文
章
博
士

の
巨
勢
文
雄
が
講
じ
始
め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
春

に
文
雄
が
左
少
弁
に
転
任
し
て
中
断
し
た
。
そ
の
後
、
元
慶
三
年
（
八
七
九
）

冬
か
ら
道
真
に
よ
っ
て
続
講
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
の
経
緯
が
あ
っ
た（

20
）。

こ
の
竟
宴
で
道
真
は
、
詩
題
に
あ
る
よ
う
に
、「
光
武
」
す
な
わ
ち
光
武
帝
の

題
を
得
て
詠
じ
る
。

　
　

時
龍
何
処
在
（
時
龍　

何
れ
の
処
に
か
在
る
）

　
　

光
武
一
朝
乗
（
光
武　

一
朝　

乗
ず
）

　
「
時
龍
」
の
語
は
、『
後
漢
書
』「
光
武
帝
紀
」
の
「
論
」
に
い
う
「
何
を
以

て
能
く
時
龍

0

0

に
乗
り
て
、
天
を
御
せ
ん
や
。（
何
以
能
乗
時
龍

0

0

、
而
御
天
哉
。）」

の
中
に
見
え
て
い
る
。
そ
の
注
に
は
、「
易
に
曰
く
、「
時
に
六
龍
に
乗
り
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、

以
て
天
を
御
す
」
と
。（
易
曰
、「
時
乗
六
龍

0

0

0

0

、
以
御
天
」。）」
と
あ
る
が
、「
時

龍
」
は
た
え
ず
ど
こ
に
で
も
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
乗
ず
る
タ

イ
ミ
ン
グ
を
逸
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
漢
の
天
下

を
再
興
す
る
光
武
帝
は
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、
そ
の
「
時
龍
」
に
乗
じ

た
こ
と
を
詠
じ
る
。

　
　

済
県
低
飛
鳳
（
済
県　

低
く
鳳
を
飛
ば
し
め
）

　
　

嘑
沱
暗
合
水
（
嘑
沱　

暗
に
水
を
合
す
）

　

頷
聯
で
は
、
出
生
に
際
し
て
の
瑞
兆
に
あ
わ
せ
て
、
後
漢
の
再
興
に
際
し

て
の
奇
跡
を
詠
じ
る
。「
済
県
」
は
光
武
帝
の
誕
生
の
地
を
い
う
。
河
南
省
陳

留
の
済
陽
。『
後
漢
書
』「
光
武
帝
紀
」
の
「
論
」
に
、
光
武
帝
は
建
平
元
年
（
前

六
）
十
二
月
甲
子
の
夜
、
済
陽
令
で
あ
っ
た
父
の
任
地
の
県
舎
で
誕
生
し
た

と
記
す
。
出
生
に
際
し
て
は
「
赤
光
の
室
中
を
照
ら
す
有
り
。（
有
赤
光
照
室

中
。）」
と
の
記
載
が
あ
る
。「
鳳
」
が
低
く
飛
ぶ
と
は
、
偉
人
聖
人
が
出
生
出

現
す
る
瑞
祥
で
あ
る
。「
嘑
沱
」
は
、
河
の
名
。『
後
漢
書
』「
光
武
帝
紀
」
に
、

か
つ
て
王
郞
に
追
わ
れ
た
破
虜
大
将
軍
（
光
武
帝
）
が
、
嘑
沱
に
い
た
る
も

船
は
な
く
危
難
こ
の
上
な
い
時
、
氷
が
対
岸
ま
で
は
り
合
わ
さ
り
、
難
な
く

嘑
沱
河
を
渡
り
得
た
と
の
奇
跡
を
詠
じ
た
句
で
あ
る
。

　
　

将
軍
星
有
列
（
将
軍　

星
の
ご
と
く
に
列
な
る
有
り
）

　
　

暦
数
火
相
承
（
暦
数　

火　

相
承
く
）
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登
極
前
の
光
武
帝
は
、
太
常
偏
将
軍
、
の
ち
に
は
破
虜
大
将
軍
に
任
ぜ
ら

れ
て
、
自
ら
将
軍
と
し
て
戦
場
に
立
ち
、
小
敵
を
見
て
は
怯
え
な
が
ら
も
大

敵
を
見
て
は
勇
猛
果
敢
に
戦
う
と
不
思
議
が
ら
れ
た
と
も
伝
え
る
。
頸
聯
上

句
は
、
そ
の
武
勇
と
人
望
に
惹
か
れ
、
き
ら
星
の
ご
と
く
に
付
き
従
っ
た
「
将

軍
」
た
ち
の
少
な
か
ら
ざ
る
こ
と
を
唱
お
う
。「
暦
数
」
は
、
運
数
、
運
命
を

い
う
。『
後
漢
書
』「
光
武
帝
紀
」
の
「
論
」
に
は
、
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
、

降
誕
の
日
、
県
舎
で
は
赤
光
が
部
屋
中
を
照
ら
し
た
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
皇
帝

の
異
常
出
生
説
話（

21
）に

ほ
か
な
ら
ず
、
こ
れ
を
異
と
し
て
卜
者
の
王
長
に
占
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
王
長
は
左
右
の
も
の
を
召
し
寄
せ
て
、「
此
の
兆
は
吉
な
る
こ

と
言
ふ
べ
か
ら
ず
。（
此
兆
吉
不
可
言
。）」
と
伝
え
た
と
記
す
。「
赤
光
」
は

火
徳
を
表
し
、
漢
の
皇
統
を
継
承
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
年
は
、
済

陽
の
県
界
に
一
茎
九
穂
の
嘉
禾
が
生
じ
た
の
で
、
そ
の
祥
瑞
に
因
ん
で
「
秀
」

と
命
名
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

　
　

計
会
天
人
応
（
計
会　

天
と
人
と
応
ず
）

　
　

宜
哉
得
中
興
（
宜
な
る
か
な　

中
興
を
得
る
こ
と
）

　
『
後
漢
書
』「
光
武
帝
紀
」
に
よ
れ
ば
、
建
武
元
年
（
二
五
）
夏
四
月
、
南
の

か
た
平
棘
の
地
（
河
北
省
趙
県
の
南
）
で
臣
下
た
ち
か
ら
即
位
す
る
よ
う
請
わ

れ
た
劉
秀
が
「
寇
賊
未
だ
平
げ
ず
、
四
面　

敵
を
受
く
。（
寇
賊
未
平
、
四
面

受
敵
。）」
と
辞
譲
す
る
や
、
耿
純
が
進
み
出
て
即
位
を
促
し
、
積
年
の
思
い
を

表
明
す
る
。
そ
の
記
事
冒
頭
の
「
其
の
計

0

0

0　

固
よ
り
其
の
龍
鱗
を
攀
ぢ
鳳
翼
に

附
し
、
以
て
其
の
志
す
所
を
成
さ
ん
こ
と
を
望
む
の
み
。
今　

功
業
即
ち
定

ま
り
、
天
人
も
亦
た
応
ず

0

0

0

0

0

0

0

。（
其
計

0

0

固
望
其
攀
龍
鱗
附
鳳
翼
、
以
成
其
所
志
耳
。

今
功
業
即
定
、
天
人
亦
応

0

0

0

0

。）」
と
の
言
辞
に
、
こ
の
尾
聯
の
「
計
会
天
人
応
」

の
句
は
依
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
龍
鱗
に
攀
ぢ
、
鳳
翼
に
附
」
い
て
劉
秀
と
い

う
傑
物
の
も
と
で
天
下
再
興
の
志
計
を
成
就
せ
ん
と
大
同
一
致
す
る
。「
計
会
」

の
語
に
加
え
て
、「
天
人
応
」
は
、
い
わ
ゆ
る
天
人
相
関
の
考
え
に
基
づ
く
。

英
傑
た
る
劉
秀
の
功
業
も
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
て
、
即
位
へ
の
天
と
人
と

の
意
志
が
相
応
じ
た
こ
と
を
詠
う
。

　

か
く
て
耿
純
が
い
う
「
時
は
留
む
る
べ
ら
ず
、
衆
に
は
逆
ら
う
べ
か
ら
ず
。

（
時
不
可
留
、
衆
不
可
逆
。）」
と
の
誠
切
な
言
辞
に
深
く
感
じ
、
劉
秀
は
「
吾

　

将
に
之
を
思
は
ん
と
す
。（
吾
将
思
之
。）」
と
答
え
る
。
し
か
も
鄗
に
進
軍

す
れ
ば
、
彊
華
が
関
中
か
ら
奉
呈
し
た
「
赤
伏
符
」
に
は
、「
劉
秀　

兵
を
発

し
て
不
道
を
捕
ら
へ
、
四
夷　

雲
集
し
て
龍
は
野
に
鬭
ひ
、
四
七
の
際　

火

は
主
と
為
ら
ん
。（
劉
秀
発
兵
捕
不
道
、
四
夷
雲
集
龍
鬭
野
、
四
七
之
際
火
為

主
。）」
の
文
言
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
火
徳
の
王
朝
を
継
承
す
る
と
い
う
正
統

な
意
味
が
認
め
ら
れ
る
が
、
か
く
て
臣
下
た
ち
に
推
さ
れ
て
、
劉
秀
は
六
月

己
未
の
日
、
皇
帝
の
位
に
即
く
。

　
「
中
興
」
と
は
、
一
度
衰
え
退
い
た
も
の
が
中
ご
ろ
で
再
び
盛
ん
に
な
る
こ

と
を
い
う
。『
後
漢
書
』「
光
武
帝
紀
」
に
は
、
中
元
元
年
（
五
六
）
の
夏
、
京

師
で
は
醴
泉
が
涌
出
し
、
こ
れ
を
飲
ん
だ
者
の
疾
病
が
癒
え
る
等
々
の
祥
瑞

が
重
な
っ
た
。
か
く
て
光
武
帝
は
「
中
興

0

0

」
を
称
せ
よ
と
進
言
さ
れ
な
が
ら
、

こ
れ
を
納
れ
ず
、「
無
徳
」
と
自
ら
謙
譲
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
に
「
中

興
」
の
語
が
出
る
と
と
も
に
、
即
位
し
た
光
武
帝
は
翌
中
元
二
年
（
五
七
）
二

月
戊
戌
の
日
、
南
宮
の
前
殿
に
崩
御
す
る
。
年
六
十
二
。

　

光
武
帝
は
遺
詔
し
て
無
益
な
葬
礼
を
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
帝
位
は
第
四
子

の
荘
（
明
帝
）
が
継
ぐ
。『
後
漢
書
』「
明
帝
紀
」
に
は
、
同
年
夏
四
月
丙
辰

の
日
、
詔
し
て
「
予
は
末
小
の
子
に
し
て
、
聖
業
を
奉
承
し
、
夙
夜　

震
畏
し
、

敢
え
て
荒
寧
せ
ず
。」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、「
先
帝
は
命
を
受
け
て
中
興

0

0

し
、
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德
は
帝
王
に
侔
し
く
、
萬
邦
を
協
和
し
、
上
下
を
仮
り
て
、
百
神
を
懷
柔
し
、

鰥
寡
を
恵
す
。」
と
亡
き
光
武
帝
を
讃
え
る
中
に
「
中
興
」
の
語
が
出
現
す
る
。

　

結
び
の
句
作
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
光
武
帝
自
身
は
固
く
受
け
入
れ
な
か
っ

た
「
中
興
」
の
語
を
も
っ
て
偉
業
を
成
し
遂
げ
得
た
こ
と
を
顕
彰
す
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。「
宜
哉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
光
武
帝
の
足
跡
を
肯
定
し
て

称
揚
す
る
道
真
で
あ
る
。
因
み
に
、
こ
の
「
中
興
」
な
ら
び
に
光
武
帝
に
関

し
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
道
真
の
詩
篇
に
あ
っ
て
は
貞
観
六
年
に
溯
っ

て
詩
の
序
文
に
詠
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

五
、

　

貞
観
六
年
（
八
六
四
）
に
詠
ま
れ
た
「
八
月
十
五
夜
、
厳
閤
尚
書
、
授
後
漢

書
畢
。
各
詠
史
、
得
黄
憲
。
并
序
。（
八
月
十
五
夜
、
厳
閤
尚
書
、
後
漢
書
を

授
く
る
こ
と
畢
る
。
各お
の

お
の
史
を
詠
じ
て
、
黄
憲
を
得
た
り
。
序
并
せ
た
り
）」

（
9
）
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
三
史
」
に
司
馬
遷
や
光
武
帝
ら
を
加
え
て
、
こ
れ

ら
学
問
に
関
す
る
弱
冠
二
十
歳
の
道
真
の
識
見
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

詩
題
に
い
う
「
厳
閤
尚
書
」
は
、
父
の
是
善
を
指
す
。「
厳
閤
」
の
意
は
厳

父
に
等
し
く
、「
尚
書
」
は
「
刑
部
尚
書
」
の
意
で
あ
る
。
こ
の
貞
観
六
年

（
八
六
四
）
三
月
、
是
善
は
刑
部
卿
に
任
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
是
善
は
『
後
漢

書
』
の
講
書
を
終
わ
り
、
こ
の
仲
秋
の
夜
、
宴
を
催
し
、
各
人
が
史
を
詠
じ
て
、

道
真
は
「
黄
憲
」
を
詩
題
に
得
る
。
そ
の
序（

22
）は

簡
要
を
つ
く
し
た
内
容
を
も

つ
が
、
長
文
に
も
わ
た
る
の
で
大
要
を
記
せ
ば
、
天
子
の
そ
ば
に
仕
え
る
「
日

官
」（
史
官
）
の
「
事
を
記
し
群
を
籠
む
」
る
役
務
を
記
す
と
と
も
に
、「
尚
書
」、

「
春
秋
」
に
次
い
で
、
司
馬
遷
は
『
史
記
』
を
撰
し
て
帝
王
の
挙
を
余
さ
ず
遺の
こ

し
、
後
漢
の
班
固
は
『
漢
書
』
を
著
し
国
家
を
修
め
る
大
業
が
建
っ
た
と
述

べ
る
と
と
も
に
、
洛
陽
（
事
実
は
長
安
）
の
帝
都
で
暫
く
劉
嬰
が
前
漢
最
後

の
天
子
に
立
ち
、
や
が
て
建
武
元
年
（
二
五
）、
す
で
に
引
用
も
し
た
よ
う
に
、

光
武
帝
は
部
下
か
ら
の
度
重
な
る
要
請
に
よ
っ
て
即
位
を
決
意
す
る
が
、
そ
れ

に
先
ん
じ
て
緑
林
軍
に
よ
っ
た
更
始
将
軍
劉
玄
（
光
武
帝
の
族
兄
）
が
前
漢
の

宗
室
に
当
た
る
こ
と
か
ら
即
位
し
て
更
始
（
二
三
〜
二
五
）
に
改
元
し
た
が
、

そ
れ
を
「
春
秋
を
偸
む
」
と
記
す
。
か
く
て
即
位
を
受
け
入
れ
た
光
武
帝
は
、

「
徳
を
火
方
に
垂
れ
」「
我
が
社
稷
を
安
ん
ぜ
し
者
」
で
あ
れ
ば
こ
そ
、「
光
武

中
興

0

0

の
主
」
で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
二
代
顕
宗
は
遺
業
を
継
い
で

永
平
の
政
と
讃
え
ら
れ
た
が
、
粛
宗
の
孫
の
恭
宗
孝
安
皇
帝
が
継
ぐ
や
亡
国
へ

の
坂
道
を
転
が
り
、
桓
帝
・
霊
帝
は
弊
害
を
な
し
て
、
か
く
て
漢
の
治
世
の

四
百
年
は
そ
の
歴
史
の
筆
を
献
帝
（
孝
献
皇
帝
）
に
絶
ち
、
礼
楽
は
山
陽
公

（
献
帝
）
が
魏
の
曹
丕
に
譲
位
し
て
つ
い
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
歴
史
的

帰
結
は
、
諸
葛
孔
明
を
し
て
、「
小
人
に
親
し
み
、
賢
士
を
遠
ざ
く
る
は
此
れ

後
漢
の
傾
頽
す
る
所
以
な
り
」
と
評
せ
し
め
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

わ
ず
か
な
文
字
で
前
漢
・
後
漢
を
大
観
す
る
と
同
時
に
、
道
真
は
こ
の
後

漢
の
歴
史
は
、
劉
宋
の
范
曄
が
紀
伝
し
て
、
唐
の
太
子
李
賢
が
注
解
を
試
み
、

百
代
の
後
世
ま
で
知
ら
れ
る
環
境
が
整
え
ら
れ
、
厳
父
是
善
は
『
後
漢
書
』
が

「
直
筆
」
の
優
れ
た
史
書
た
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
芸
閣
（
蔵
書
館
）
に
校
定

し
講
書
し
た
。
か
く
て
貞
観
六
年
八
月
十
五
日
、「
赤
帝
の
史
」
を
受
講
し
た

者
が
秋
涼
満
月
の
時
節
に
遊
宴
し
て
、
史
を
分
か
ち
て
風
流
を
詠
ず
る
に
い

た
る
経
緯
を
記
す
。

　

以
上
の
序
に
は
道
真
の
学
識
に
裏
付
け
さ
れ
た
字
句
が
生
起
す
る
。
こ
の

竟
宴
で
道
真
は
「
黄
憲
」
を
得
て
詠
歌
す
る
。

　

こ
こ
に
詠
ぜ
ら
れ
る
黄
憲
は
、『
世
説
新
語
』「
徳
行
」
篇
に
「
顔
子　

復
た

生
ず
。（
顔
子
復
生
。）」、
す
な
わ
ち
顔
回
の
再
来
と
ま
で
絶
賛
さ
れ
た
こ
と
の
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知
ら
れ
る
人
物
で
あ
っ
た（

23
）。

汝
南
の
慎
陽
の
人
で
、
字
は
叔
度
。
代
々
貧
賤
で
、

父
は
牛
医
で
あ
っ
た
と
『
後
漢
書
』
巻
八
十
三
所
載
の
「
黄
憲
伝
」
に
見
え
る
。

　
　

黄
生
未
免
在
人
間
（
黄
生　

免
れ
ず　

人
間
に
在
る
こ
と
を
）

　
　

千
頃
汪
汪
一
水
閑
（
千
頃　

汪
汪
と
し
て
一
水
閑
な
り
）

　
「
黄
生
」
は
、
黄
憲
を
い
う
。
首
聯
の
上
句
は
、「
人せ
ぞ
く間
」
に
住
み
暮
ら
し
た

生
涯
を
詠
唱
す
る
。「
黄
憲
伝
」
に
よ
れ
ば
、
若
い
こ
ろ
汝
南
郡
に
遊
学
し
て

黄
憲
に
随
従
し
た
郭
泰
（
字
は
林
宗
）
は
、
日
を
累か
さ

ね
て
よ
う
や
く
還
り
、
黄

憲
の
人
物
像
を
問
わ
れ
る
や
、「
叔
度　

汪
汪
と
し
て
千
頃
の

0

0

0

0

0

0

0

0

陂つ
つ
みの
若
し
。
之

を
澄
ま
せ
ど
も
清
ま
ず
、
之
を
淆け
が

せ
ど
も
濁
ら
ず
。
量
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

（
叔
度
汪
汪

0

0

若
千
頃

0

0

陂
、
澄
之
不
清
、
淆
之
不
濁
、
不
可
量
也
。）」
と
評
し
た

と
い
う
。
首
聯
下
句
は
こ
の
字
句
を
踏
ま
え
る
。
黄
憲
の
度
量
が
並
々
な
ら

ず
、
そ
の
閑
か
に
構
え
た
人
柄
を
詠
む
。

　
　

逆
旅
初
知
師
表
相
（
逆
旅　

初
め
て
知
る　

師
表
の
相
）

　
　

高
才
更
見
礼
容
顔
（
高
才　

更
め
て
見
る　

礼
容
の
顔
）

　

頷
聯
上
句
も
ま
た
「
黄
憲
伝
」
に
、
潁
川
の
荀
淑
が
慎
陽
の
逆や

ど旅
で
黄
憲

に
遇
っ
た
時
、
年
十
四
の
黄
憲
と
話
し
て
そ
の
異
質
を
見
抜
き
、
日
を
移
す

も
立
ち
去
れ
ず
、「
子
、
吾
が
師
表

0

0

な
り
。（
子
、
吾
之
師
表

0

0

也
。）」
と
い
っ

た
と
記
載
す
る
の
に
依
る
。「
師
表
」
は
、
手
本
、
模
範
の
意
。
下
句
も
「
黄

憲
伝
」
に
、「
同
郡
の
戴
良
、
才
高
く
し
て
倨
慠
な
り
し
も
、
而
る
に
憲
に
見ま
み

え
て
未
だ
嘗
て
容
を
正
さ
ず
ん
ば
あ
ら
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
帰
る
に
及
び
て
は
、
罔
然
と
し

て
失
ふ
こ
と
有
る
が
若
き
な
り
。（
同
郡
戴
良
、
才
高

0

0

倨
慠
、
而
見
憲
未
嘗
不

0

0

0

0

正
容

0

0

。
及
帰
、
罔
然
若
有
失
也
。）」
と
記
す
の
に
依
る
。
詩
句
の
「
高
才
」
は
、

戴
良
の
人
と
為
り
を
い
っ
た
「
才
高
倨
慠
」
を
踏
ま
え
、「
礼
容
の
顔
」
と
は
、

「
未
嘗
不
正
容
（
未
だ
嘗
て
容
を
正
さ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
）」
と
記
さ
れ
た
黄
憲

の
容
顔
を
い
お
う
。

　
　

陳
蕃
印
綬
慙
先
佩
（
陳
蕃
が
印
綬　

先
づ
佩
び
む
こ
と
を
慙
づ
）

　
　

郭
泰
車
鑾
歎
早
還
（
郭
泰
が
車
鑾　

早
く
還
ら
む
こ
と
を
歎
ず
）

　

頸
聯
上
句
に
は
、
の
ち
に
三
公
と
な
っ
て
印
綬
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た

陳
蕃
が
朝
儀
に
臨
ん
で
「
叔
度　

若
し
在
ら
ば
、
吾　

敢
へ
て
先
ん
じ
て
印

0

0

0

0

0

0

0

0

綬
を
佩
び
ず

0

0

0

0

0

。（
叔
度
若
在
、
吾
不
敢
先
佩
印
綬

0

0

0

0

0

0

0

。）」
と
歎
じ
た
こ
と
、
下
句

は
首
聯
下
句
に
関
連
す
る
も
の
で
、
汝
南
に
遊
学
し
た
郭
泰
が
、
ま
ず
は
袁

を
訪
ね
て
は
宿し
ゆ
く
す
る
こ
と
な
く
退
い
た
が
、
黄
憲
に
随
従
し
て
は
「
日
を
累

0

0

0

ね
て

0

0

方ま
さ

に
還

0

0

（
累
日
方
還

0

0

0

0

）」
っ
た
こ
と
、
い
ず
れ
も
「
黄
憲
伝
」
の
記
載
に

基
づ
い
て
詠
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

僅
就
京
師
公
府
辟
（
僅
に
京
師　

公
府
の
辟
に
就
き
し
の
み
）

　
　

徴
君
豈
出
白
雲
山
（
徴
君　

豈
に
白
雲
山
よ
り
出
で
め
や
）

　

尾
聯
は
「
黄
憲
伝
」
の
末
尾
の
記
載
に
依
る
。
初
め
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
て
、

公
府
に
召
辟
さ
れ
た
黄
憲
は
、
友
人
に
仕
官
を
勧
め
ら
れ
て
拒
む
と
こ
ろ
は

な
か
っ
た
が
、
果
た
し
て
京
師
（
洛
陽
）
に
到
る
や
そ
の
ま
ま
帰
還
し
て
、
結

局
は
官
途
に
就
く
こ
と
は
な
く
四
十
八
歳
で
そ
の
生
涯
を
終
わ
っ
た
。
上
句

は
こ
の
記
載
を
踏
ま
え
、
下
句
に
い
う
「
徴
君
」
は
、「
天
下
号
し
て
「
徴
君

0

0

」

と
曰
ふ
。（
天
下
号
曰
「
徴
君

0

0

」。）」
と
の
「
黄
憲
伝
」
の
結
び
の
字
句
に
よ
る
。
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「
徴
君
」
は
、
朝
廷
か
ら
徴め

さ
れ
な
が
ら
官
に
就
か
な
か
っ
た
者
の
意
。「
白

雲
山
」
は
、
崑
崙
山
の
西
王
母
が
周
の
穆
王
の
た
め
に
謡
っ
た
と
い
う
「
白

雲
謡
」
に
因
ん
で
、
仙
郷
、
天
帝
の
居
所
を
「
白
雲
郷
」
と
い
う
の
に
よ
る
か
。

「
人せ
ぞ
く間
」
と
い
う
「
白
雲
山
」
に
在
っ
て
出い
ず

る
こ
と
な
き
黄
憲
、
そ
の
地
仙
の

ご
と
き
高
潔
清
廉
な
生
き
ざ
ま
を
頌
美
す
る
句
作
で
あ
ろ
う
。

　

顔
回
の
再
来
と
も
称
さ
れ
て
才
徳
深
く
廉
潔
を
貫
き
、
人
々
か
ら
畏
服
さ
れ

た
黄
憲
を
、『
後
漢
書
』
所
載
の
「
黄
憲
伝
」
の
短
い
篇
簡
に
認
め
ら
れ
る
遺

事
を
各
句
に
抄
出
鏤
刻
す
る
。
そ
こ
に
描
出
さ
れ
た
黄
憲
像
に
は
学
問
す
る
者

と
し
て
の
清
貧
な
黄
憲
の
境
涯
に
対
す
る
共
感
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
竟
宴
詩
の
序
に
は
、「
蓋
し
仲
尼
閑
居
せ
り
、
曾
子
侍
坐
す
。
道
を
思

ふ
の
事　

古
自
り
存
す
。」
と
『
孝
経
』「
開
宗
明
義
章
」
を
踏
ま
え
た
教
学

の
旧
例
を
記
し
、
ま
た
こ
の
『
後
漢
書
』
の
講
筵
に
「
書
淫
」
と
号
さ
れ
た
皇

甫
謐
や
「
伝
癖
（
左
伝
の
癖
）」
の
あ
る
杜
預
の
ご
と
き
好
学
の
人
士
た
ち
が

集
ま
っ
た
こ
と
を
も
述
べ
る
。
か
く
て
講
書
を
終
え
た
是
善
は
、
こ
の
貞
観
六

年
（
八
六
四
）
三
月
に
刑
部
卿
に
任
じ
て
い
た
が
、
道
真
は
、
無
官
に
し
て
「
師

表
」
の
存
在
た
る
黄
憲
に
父
是
善
を
重
ね
て
、
そ
の
学
問
を
讃
え
る
が
ご
と

く
に
詠
じ
た
と
も
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

六
、

　
「
勧
学
院
、
漢
書
竟
宴
。
詠
史
得
叔
孫
通
（
勧
学
院
、
漢
書
竟
宴
、
史
を
詠

じ
て
叔
孫
通
を
得
た
り
）」（
145
）
は
、
元
慶
八
年
（
八
八
四
）、
道
真
四
十
歳

の
詠
作
で
あ
る
。
叔し
ゆ
く
そ
ん
と
う

孫
通
は
、
秦
の
二
世
皇
帝
の
時
に
博
士
と
な
っ
た
が
、
秦

末
の
動
乱
の
中
で
項
梁
・
項
羽
に
従
属
し
て
保
身
を
は
か
り
、
さ
ら
に
漢
の

高
祖
劉
邦
に
仕
え
て
博
士
と
な
っ
た
儒
者
で
あ
る
。

　
　

游
魚
得
水
幾
波
濤
（
游
魚　

水
を
得
た
り　

幾
ば
く
の
波
濤
）

　
　

命
矣
孫
通
遇
漢
高
（
命
な
る
か
な　

孫
通
の
漢
高
に
遇
ひ
し
こ
と
）

　

い
わ
ゆ
る
「
水
魚
の
交
わ
り
」
は
、
水
と
魚
が
密
接
不
利
の
関
係
に
あ
る

よ
う
に
、
極
め
て
親
密
な
交
流
を
い
う
。「
君
臣
水
魚
」
の
語
も
あ
る
よ
う
に
、

三
国
時
代
に
お
け
る
蜀
の
劉
備
と
そ
の
臣
下
と
な
っ
た
諸
葛
亮
と
の
君
臣
関

係
に
擬
え
る
も
の
で
、『
三
国
志
』「
蜀
志
」「
諸
葛
亮
伝
」
に
見
え
る
「
孤

の
孔
明
有
る
は
、
猶
ほ
魚
の
水
有
る
が
ご
と
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
孤
之
有
孔
明
、
猶
魚
之
有

0

0

0

水0

。）」
と
の
劉
備
の
言
に
由
来
し
た
語
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
首
聯
の
上
句
は

そ
の
君
臣
関
係
を
と
ら
え
、
幾
つ
も
の
波
濤
を
乗
り
越
え
て
、
叔
孫
通
が
漢

の
高
祖
劉
邦
と
巡
り
合
っ
た
運
命
を
詠
じ
る
。

　
　

暗
記
龍
顔
奇
在
骨
（
暗
に
記
す　

龍
顔
の
奇
な
る
こ
と
骨
に
在
る
を
）

　
　

先
知
虎
口
利
如
刀
（
先
ず
知
る　

虎
口
の
利と

き
こ
と
刀
の
如
き
を
）

　
「
龍
顔
」
の
語
は
、『
史
記
』「
高
祖
本
紀
」
の
「
高
祖
の
人
と
為
り
、
隆
準

に
し
て
龍
顔

0

0

な
り
。（
高
祖
為
人
、
隆
準
而
龍
顔

0

0

。）」
の
記
載
に
認
め
ら
れ
る

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
天
下
を
取
る
劉
邦
の
異
相
と
し
て
記
載
さ
れ
る

も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
下
句
も
、『
漢
書
』
巻
四
十
三
所
載
の
「
叔
孫
通
伝
」

に
依
る
。
二
世
皇
帝
の
下
問
に
阿
諛
の
言
を
も
っ
て
巧
み
に
答
え
、
帛
二
十

疋
、
衣
一
襲
を
賜
っ
て
博
士
に
拝
せ
ら
れ
た
。
宿
舎
に
戻
っ
た
叔
孫
通
に
対
し

て
、
諸
生
が
「
生　

何
ぞ
言
の
諛0

な
り
し
や
。（
生
何
言
之
諛0

也
。）」
と
難
詰

す
る
や
、
叔
孫
通
は
「
公
知
ら
ず

0

0

0

、
幾
ん
ど
虎
口
を
免
れ
ざ
る
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
公
不
知

0

0

、

幾
不
免
虎
口

0

0

0

0

0

。）」
と
答
え
る
。
下
句
は
秦
に
在
る
危
険
を
察
知
し
た
こ
と
を

詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
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諛
言
不
謝
加
新
印
（
諛
言　

謝
せ
ず　

新
印
を
加
ふ
る
を
）

　
　

降
見
無
嫌
変
旧
袍
（
降
見　

嫌
ふ
こ
と
無
し　

旧
袍
を
変
へ
る
を
）

　

上
句
に
い
う
「
諛
言
」
の
「
諛
」
字
は
、
先
の
諸
生
の
発
し
た
「
生
何
言

之
諛0

也
」
と
の
言
の
中
に
認
め
ら
れ
る
。
叔
孫
通
は
そ
の
場
逃
れ
の
阿
諛
便

佞
の
言
動
を
も
っ
て
博
士
に
拝
せ
ら
れ
て
印
綬
を
受
け
る
も
、
謝
意
を
表
す

こ
と
な
く
す
ぐ
さ
ま
秦
の
虎
口
を
脱
し
て
郷
里
の
薛
（
山
東
省
滕
県
）
に
逃

げ
た
。
薛
の
地
は
楚
に
降
っ
て
い
た
た
め
、
項
梁
と
項
羽
と
に
従
事
す
る
が
、

漢
の
二
年
、
漢
王
（
劉
邦
）
が
彭
城
に
入
る
と
、
叔
孫
通
は
漢
王
に
降
る
。
こ

こ
に
漢
王
は
叔
孫
通
を
引
見
す
る
が
、
そ
の
儒
服
姿
が
気
に
入
ら
ず
、
か
く

て
叔
孫
通
は
服
を
楚
製

0

0

の
短
衣

0

0

に
変
え
る
の
を
厭
わ
な
か
っ
た
。
漢
王
も
そ

れ
を
喜
ん
だ
と
記
す
「
叔
孫
通
伝
」
の
記
載
に
下
句
は
依
っ
て
い
る
。

　
　

太
史
公
雖
称
大
直
（
太
史
公　

大
直
と
称
す
と
雖
も
）

　
　

猶
慙
去
就
甚
鴻
毛
（ 

猶
ほ
慙
づ
ら
く
は　

去
就
の
鴻
毛
よ
り
甚
だ
し
き

を
）

　

太
史
公
（
司
馬
遷
）
が
叔
孫
通
を
「
大
直
」
と
賞
賛
し
た
こ
と
は
、
実
は

『
漢
書
』「
叔
孫
通
伝
」
に
は
見
え
な
い
。『
史
記
』
巻
九
十
九
の
「
叔
孫
通
伝
」

に
お
け
る
「
太
史
公
曰
」
の
結
び
に
、「
大
直
は
詘く

つ

す
る
が
若
く
、
道
は
固
よ

り
委
蛇
た
り
。（「
大
直

0

0

若
詘
、
道
固
委
蛇
。）」
と
あ
る
中
に
認
め
ら
れ
る
。

　

司
馬
遷
は
、
時
務
を
度は
か

り
礼
法
を
制
し
、
出
処
進
退
を
時
勢
に
合
わ
せ
て
漢

の
儒
宗
と
な
っ
た
叔
孫
通
の
生
き
方
を
肯
定
し
て
評
す
る
が
、
道
真
は
そ
の
進

退
去
就
の
鴻
毛
よ
り
甚
だ
し
く
軽
い
こ
と
を
慙
恚
す
る
。
不
惑
の
道
真
に
と
っ

て
、
学
文
に
信
を
置
く
以
上
は
あ
だ
や
疎
か
に
で
き
ぬ
所
行
と
も
見
ら
れ
た
か

と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
処
世
の
信
念
は
異
な
れ
ど
も
、
待
望
さ
れ
る
の
は
一

つ
に
水
を
得
た
魚
と
な
り
得
る
時
世
の
到
来
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。「
慙
」
字

の
裏
に
、
確
た
る
自
負
さ
え
う
か
が
え
る
。

　
　
　
　
　

七
、

　

寛
平
五
年
（
八
九
三
）
十
一
月
ご
ろ
に
詠
ま
れ
た
「
文
章
院
、
漢
書
竟
宴
、

各
詠
史
、
得
公
孫
弘
（
文
章
院
、
漢
書
竟
宴
、
各お
の

お
の
史
を
詠
じ
て
、
公
孫

弘
を
得
た
り
）」（
372
）
は
、『
漢
書
』
の
竟
宴
の
詠
史
と
し
て
は
、
元
慶
八
年

（
八
八
四
）
の
「
勧
学
院
、
漢
書
竟
宴
。
詠
史
得
叔
孫
通
」（
145
）
か
ら
九
年
を

隔
て
た
詩
篇
で
あ
る（
24
）。
道
真
四
十
九
歳
。
詩
題
に
い
う
「
文
章
院
」
は
、
中

国
留
学
か
ら
帰
朝
し
た
祖
父
清
公
が
大
江
音
人
と
公
許
を
得
て
設
立
し
た
文

章
院
東
西
両
曹
を
い
う
。

　

道
真
は
、
こ
の
寛
平
五
年
の
二
月
十
六
日
に
参
議
に
任
じ
て
式
部
大
輔
を

兼
ね
、
同
二
十
二
日
に
は
左
大
弁
に
転
じ
、
そ
の
後
に
勘
解
由
長
官
、
春
宮

亮
を
兼
ね
、
宇
多
天
皇
の
も
と
で
栄
進
の
道
を
歩
む
。
こ
の
竟
宴
詩
は
そ
の

上
昇
期
の
詠
作
で
も
あ
る
。

　

詠
史
の
対
象
と
な
っ
た
「
公
孫
弘
」
は
、
前
漢
の
晩
学
の
士
と
し
て
知
ら
れ

る
。『
漢
書
』
巻
「
公
孫
弘
卜
式
児
寛
伝
」
の
「
公
孫
弘
伝
」
に
よ
れ
ば
、
菑

川
国
の
薛
の
人
で
、
若
い
こ
ろ
に
獄
吏
と
な
っ
た
が
、
罪
を
得
て
免
職
と
な

り
、
家
貧
し
く
海
辺
で
養
豚
を
生
業
と
し
た
が
、
四
十
余
歳
で
『
春
秋
』
の

経
説
と
雑
家
の
説
を
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
人
で
あ
る
。

　
　

六
十
初
徴
八
十
終
（
六
十
に
し
て
初
め
て
徴
さ
れ
八
十
に
し
て
終
ふ
）

　
　

官
班
博
士
遂
三
公
（
官
班
は
博
士
よ
り
遂
に
三
公
た
り
）
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「
公
孫
弘
伝
」
に
よ
れ
ば
、
武
帝
は
即
位
後
す
ぐ
に
賢
良
・
文
学
の
科
の
人

士
を
招
き
、
六
十
歳
の
公
孫
弘
が
賢
良
科
で
京
師
に
召
さ
れ
て
博
士
と
な
り
、

の
ち
に
は
丞
相
・
御
史
の
地
位
に
在
る
こ
と
六
年
、
八
十
歳
で
丞
相
の
職
に

在
る
ま
ま
世
を
去
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
官
班
」
は
、
官
職
の
順
位
を

い
う
。「
三
公
」
は
、
前
漢
で
は
丞
相
（
大
司
徒
）・
太
尉
（
大
司
馬
）・
御
史

大
夫
（
大
司
空
）。
晩
年
に
出
仕
し
て
の
栄
達
が
詠
じ
ら
れ
る
。

　
　

太
常
対
策
科
為
一
（
太
常
の
対
策　

科
は
一
と
為
す
）

　
　

丞
相
招
賢
閤
在
東
（
丞
相　

賢
を
招
き　

閤
は
東
に
在
り
）

　

そ
も
そ
も
初
め
て
仕
官
し
た
公
孫
弘
は
匈
奴
に
使
い
し
た
が
、
そ
の
復
命
が

武
帝
の
意
向
に
副
わ
ず
に
無
能
と
さ
れ
、
病
と
称
し
て
官
を
や
め
て
帰
国
し

た
。
後
、
元
光
五
年
（
前
一
三
〇
）
に
ま
た
賢
良
・
文
学
科
の
人
材
を
徴
す

る
に
際
し
て
、
公
孫
弘
は
辞
退
し
た
も
の
の
菑
川
国
は
強
く
そ
の
人
材
を
推

し
た
。
頷
聯
上
句
は
、
か
く
て
臨
ん
だ
「
太
常
の
対し
け
ん策
」
に
お
い
て
、
公
孫

弘
の
成
績
を
下
位
に
判
定
し
て
奏
上
し
た
も
の
の
、
武
帝
は
自
ら
「
科
為
一
」、

す
な
わ
ち
対
策
を
第
一
等
に
抜
擢
し
て
、
引
見
の
上
、
相
貌
が
は
な
は
だ
麗

し
い
公
孫
弘
を
博
士
に
任
じ
た
。
頷
聯
下
句
は
、
や
が
て
丞
相
と
な
っ
た
公

孫
弘
が
、
こ
う
し
て
自
分
自
身
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
、
賢
者
を

招
く
策
を
講
じ
た
こ
と
を
詠
じ
る
。
ま
さ
に
「
公
孫
弘
伝
」
に
、「
徒
歩
よ
り

起
こ
り
、
数
年
に
し
て
宰
相
に
至
り
侯
（
平
津
侯
）
に
封
ぜ
ら
れ
、
是
に
於

い
て
客
館
を
起た

て
、
東
閣

0

0

（
東
向
き
の
小
門
）
を
開
き
て
以
て
賢
人

0

0

0

0

0

0

0

0

を
延ま
ね

き
、

与と
も

に
謀
議
に
参
ぜ
し
む
。（
起
徒
歩
、
数
年
至
宰
相
封
侯
、
於
是
起
客
館
、
開0

東
閣
以
延
賢
人

0

0

0

0

0

0

、
与
参
謀
議
。）」
と
伝
え
る
事
績
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。

　
　

何
忌
牧
童
疲
望
海
（ 

何
ぞ
忌
ま
ん　

牧
童
の
疲
れ
て
海
を
望
ま
ん
こ
と

を
）

　
　

不
愁
布
被
耐
寒
風
（
愁
へ
ず　

布
被
の
寒
風
に
耐
ふ
る
こ
と
を
）

　

こ
う
し
て
立
身
を
極
め
た
公
孫
弘
で
は
あ
る
が
、
そ
の
昔
は
「
家
貧
し
く

し
て
、
豕
を
海
上
に
牧
す

0

0

0

0

0

0

0

（
家
貧
、
牧
豕
海
上

0

0

0

0

）」
る
身
の
上
で
あ
っ
た
。
疲

れ
果
て
て
も
日
々
の
辛
さ
を
厭
う
こ
と
な
く
前
向
き
に
生
き
て
、
や
が
て
公
孫

弘
は
御
史
大
夫
に
選
任
さ
れ
る
。
公
孫
弘
は
汲
黯
に
よ
っ
て
、「
弘
は
位　

三

公
に
在
り
て
、
奉
禄
甚
だ
多
き
も
、
然
る
に
布
の
被ふ
と
んを
為つ
く

る
。
此
れ
詐
り
な
り
。

（
弘
位
在
三
公
、
奉
禄
甚
多
、
然
為
布
被
、
此
詐
也
。）」
と
武
帝
に
暴
露
さ
れ

る
が
、
公
孫
弘
は
「
誠
に
弘
の
病
に
中あ
た

る
。」
と
武
帝
に
答
え
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
ま
さ
に
布
の
布
団
で
寒
風
を
し
の
ぐ
生
活
を
愁
え
る
こ
と
な
く
、
往

時
さ
な
が
ら
の
生
活
ぶ
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
詠
わ
れ
る
。

　
　

後
生
欲
識
才
名
貴
（
後
生　

才
名
の
貴
き
こ
と
を
識
ら
ん
と
欲
せ
ば
）

　
　

請
見
孫
公
我
道
通
（ 

請
ふ
見
よ　

孫
公　

我
が
道
に
通
じ
た
ら
む
こ
と

を
） 

　
「
後
生
畏
る
べ
し
」
と
は
『
論
語
』「
子
罕
篇
」
に
出
典
す
る
語
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
将
来
を
嘱
望
さ
れ
る
気
力
盛
ん
な
後
進
た
ち
が
公
孫
弘
の
才
能
の
誉
れ

高
き
所
以
を
明
ら
め
識
ら
ん
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
こ
に
認
め
得
る
で
あ
ろ

う
か
。「
公
孫
弘
伝
」
に
よ
れ
ば
、
淮
南
・
衡
山
の
二
王
の
謀
反
に
際
し
て
骸

骨
を
乞
う
た
上
奏
文
に
、「
通
道
」
の
語
が
あ
る
。

臣
聞
く
な
ら
く
、
天
下
の
通
道

0

0　

五
つ
あ
り
、
之
を
行
ふ
所
以
の
者
は
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三
つ
あ
り
。
君
臣
、
父
子
、
夫
婦
、
長
幼
、
朋
友
の
交
わ
り
の
五
つ
な

る
者
は
、
天
下
の
通
道
な
り
。
仁
、
知
、
勇
の
三
つ
の
者
は
、
之
を
行

ふ
所
以
な
り
。

（
臣
聞
天
下
通
道

0

0

五
、
所
以
行
之
者
三
。
君
臣
、
父
子
、
夫
婦
、
長
幼
、

朋
友
之
交
、
五
者
天
下
之
通
道
也
。
仁
、
知
、
勇
三
者
、
所
以
行
之
也
。）

　
「
通
道
」
と
は
、
天
下
に
通
じ
て
行
わ
れ
る
普
遍
的
な
道
理
、
達
道
を
い
う
。

そ
の
通
道
を
実
現
す
る
三
つ
の
所
以
に
関
し
て
は
、「
故
に
曰
く
、「
問
ふ
を

好
む
は
知
に
近
く
、
行
ふ
を
力つ
と

む
る
は
仁
に
近
く
、
恥
を
知
る
は
勇
に
近
し
。

此
の
三
者
を
知
る
は
、
自
ら
治
む
る
所
以
を
知
り
、
自
ら
治
む
る
所
以
を
知

り
て
、
然
る
後
に
人
を
治
む
る
所
以
を
知
る
」
と
。（
故
曰
、「
好
問
近
乎
知
、

力
行
近
乎
仁
、
知
恥
近
乎
勇
。
知
此
三
者
、
知
所
以
自
治
、
知
所
以
自
治
、
然

後
知
所
以
治
人
。」）」
と
も
説
く
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
公
孫
弘
は
、
自
ら
を
治

め
得
ず
し
て
、
人
を
治
め
得
ざ
る
道
理
を
と
き
、
か
つ
武
帝
が
仁
の
根
本
た

る
孝
弟
の
道
を
行
い
、
周
の
ご
と
き
治
道
を
建
て
、
文
王
・
武
王
の
人
徳
を

兼
ね
備
え
、
四
方
の
人
材
を
招
い
て
賢
者
を
任
用
し
て
、
百
姓
を
督
励
し
賢

材
を
勧
奨
す
る
こ
と
を
論
説
し
て
い
る
。

　

公
孫
弘
が
い
う
「
通
道
」
が
我
が
道
に
通
ず
る
こ
と
を
ご
覧
あ
れ
と
は
、

公
孫
弘
の
治
道
の
理
念
に
対
す
る
道
真
の
共
感
と
共
有
性
を
も
意
味
し
よ
う
。

末
句
に
お
け
る
「
道
通

0

0

」
の
措
辞
は
句
末
に
必
須
な
押
韻
に
あ
わ
せ
て
「
通
道
」

の
文
字
を
捻
っ
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

　

詠
作
の
翌
年
に
は
、
道
真
は
遣
唐
使
の
大
使
に
任
ぜ
ら
れ
な
が
ら
派
遣
の

検
討
を
建
議
し
て
、
つ
い
に
遣
唐
使
が
停
止
さ
れ
た
こ
と
は
歴
史
的
な
記
憶

に
残
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
前
夜
の
信
任
と
栄
進
の
中
に
あ
っ
て
、
公
孫
弘

と
は
生
い
立
ち
を
異
に
し
た
道
真
で
は
あ
る
が
、
自
ら
も
後
生
の
一
人
と
し

て
公
孫
弘
の
才
名
を
重
ん
ず
る
と
同
時
に
、
道
真
自
身
の
治
道
の
才
名
が
公

孫
弘
と
引
き
比
べ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
自
ら
進
む
道
に
対
す
る
知
命
を
控
え

た
道
真
の
自
信
の
ほ
ど
も
う
か
が
え
よ
う
。

　
　
　
　
　

八
、

　

講
書
や
竟
宴
に
際
し
て
詠
じ
ら
れ
た
道
真
の
詩
篇
を
読
ん
で
き
た
が
、
そ

の
折
々
に
詠
じ
ら
れ
た
詠
史
の
詩
篇
に
は
、
家
学
を
に
な
っ
て
教
学
修
養
し
、

か
つ
社
会
的
に
処
世
す
る
輻
輳
的
な
感
懐
が
、
詠
み
得
た
史
的
人
物
を
介
し

て
浮
上
し
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

漢
を
中
興
し
た
光
武
帝
、
文
章
の
臣
た
る
司
馬
相
如
、
代
々
の
史
家
た
る
司

馬
遷
、
儒
臣
た
る
黄
憲
、
叔
孫
通
、
公
孫
弘
ら
は
、
い
ず
れ
も
み
な
各
時
代

の
各
分
野
で
歴
史
を
代
表
す
る
人
物
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
史
伝
を
踏
ま
え
つ

つ
詠
み
出
さ
れ
る
詩
篇
は
、
そ
の
個
々
人
の
事
績
を
巧
み
に
織
り
込
み
つ
つ
、

道
真
自
身
の
感
懐
を
投
射
も
し
て
詠
ま
れ
る
か
ら
、
単
な
る
詠
史
と
も
違
っ

て
内
容
的
に
も
興
味
深
い
も
の
を
内
包
し
て
い
る
。

　

そ
の
折
々
の
詠
作
は
、
道
真
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
感
懐
を
強
く
反

映
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
竟
宴
の
席
に
あ
っ
て
詠
み
得
た
人
物

は
、
そ
の
詩
宴
で
自
ら
引
き
得
た
も
の
で
、
任
意
に
選
択
し
得
た
も
の
で
は
な

い
。
そ
の
偶
然
性
の
中
で
詠
作
さ
れ
た
詩
篇
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
人
物
の
史

伝
を
踏
ま
え
た
感
懐
は
臨
機
応
変
に
し
て
当
意
即
妙
な
一
面
を
あ
わ
せ
も
つ
。

史
書
類
を
講
書
し
、
あ
る
い
は
講
読
し
得
た
学
問
的
成
果
の
自
己
表
出
で
も

あ
る
だ
け
に
、
往
時
の
学
問
と
詩
宴
の
あ
り
よ
う
を
知
る
上
で
も
妙
味
あ
る

一
連
の
作
品
で
あ
り
、
詠
出
さ
れ
た
胸
懐
は
史
伝
に
重
ね
て
深
長
な
意
味
を

も
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
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註（
１
） 

山
本
登
朗
「
菅
原
道
真
と
鄭
玄―

「
講
書
之
後
、
戯
に
諸
進
士
に
寄
す
」
の

作
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
菅
原
道
真
論
集
』
所
載
、
平
成
十
五
年
二
月
、
勉
誠

出
版
刊
）
は
、「
煢
煢
」
の
語
に
関
し
て
、「
五　
『
後
漢
書
』「
鄭
玄
伝
」
と

鄭
玄
の
訓
戒
」
に
お
い
て
「
こ
こ
で
は
兄
弟
の
い
な
い
一
人
っ
子
の
孤
独
な

状
態
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

道
真
の
詩
の
「
煢
煢
」
の
語
意
も
、
は
じ
め
て
確
定
さ
れ
る
。」
と
指
摘
す
る
。

「
鄭
玄
伝
」
に
あ
る
「
焭
焭
」
の
語
は
「
煢
煢
」
に
通
じ
る
。「
焭
」・「
煢
」
は
、

「
孤
惸
」
の
「
惸
」
に
通
じ
る
。

（
２
） 

後
藤
昭
雄
「
菅
原
道
真
の
家
系
を
め
ぐ
っ
て
の
断
章
（
一
）」（『
平
安
朝
文

人
志
』
所
載
、
一
九
九
三
年
十
一
月
、
吉
川
弘
文
館
刊
）
に
お
い
て
、
道
真

が
自
身
を
鄭
玄
の
一
子
で
あ
る
鄭
益
恩
に
擬
え
て
い
る
こ
と
に
着
眼
し
、
道

真
が
三
男
で
、
兄
二
人
は
夭
折
し
た
と
の
通
説
を
否
定
し
て
い
る
。

（
３
） 

文
章
生
と
な
っ
て
い
た
連
聡
と
い
う
弟
が
あ
り
、
夭
折
し
て
い
た
と
も
い
う
。

こ
の
人
物
は
、
そ
も
そ
も
道
真
が
書
い
た
『
菅
家
文
草
』
巻
七
「
祭
文
」
の

「
祭
連
聡
霊
文
」
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
の
注
釈

に
お
い
て
川
口
久
雄
は
「
連
聡
は
誰
で
あ
る
か
明
ら
か
で
な
い
。
本
文
の
家

君
は
父
是
善
を
指
す
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
道
真
の
弟
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
肉
身
を
哀
悼
す
る
悲
痛
の
感
情
を
よ
く
抑
制
し
て
、
短
篇
な
が
ら
格
調

の
高
い
祭
文
で
あ
る
。」
等
々
と
注
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
藤
昭

雄
は
註
（
２
）
所
掲
の
論
文
に
お
い
て
、「
川
口
氏
自
身
の
考
え
（
筆
者
注

：

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
本
に
お
け
る
注
釈
）
が
揺
れ
て
は
い
る
が
、
弟
連

聡
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
と
と
も
に
、「
こ
の
説
は
認
め
ら
れ
る

の
か
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
認
め
が
た
い
も
の
で
あ
る
。」
と
指
摘
す
る
。

後
藤
論
文
は
『
三
代
実
録
』
元
慶
元
年
十
二
月
二
十
七
日
の
条
や
『
類
聚
符

宣
抄
』
巻
九
の
「
文
章
生
試
」
に
も
見
出
さ
れ
る
「
連
胤
」
な
る
人
物
で
あ
っ

た
こ
と
を
推
論
し
て
い
る
。

（
４
） 

こ
の
頷
聯
の
あ
と
に
は
、「
文
章
博
士
非
材
不
居
。
吏
部
侍
郎
有
能
惟
任
。

自
余
祖
父
降
及
余
身
、
三
代
相
承
、
兩
官
無
失
。
故
有
謝
詞
。」
と
の
注
記

が
付
さ
れ
る
。

（
５
） 

註
（
１
）
所
掲
の
山
本
論
文
の
「
六　

後
半
の
展
開
」
に
、「
鄭
玄
の
、
あ

ま
り
に
も
正
当
な
我
が
子
へ
の
戒
め
を
、
自
分
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
も
の
の

よ
う
に
意
識
し
な
が
ら
、
な
す
と
こ
ろ
も
な
く
顔
を
赤
ら
め
る
進
士
た
ち
。

そ
の
姿
を
、
作
者
道
真
は
描
写
す
る
。「
諸
進
士
」
た
ち
の
恥
じ
ら
い
は
彼

等
の
誠
実
の
あ
か
し
で
あ
り
、
ま
た
、
彼
等
が
鄭
玄
の
訓
戒
か
ら
受
け
た
、

深
い
感
動
の
あ
か
し
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
と
指
摘
す
る
。

（
６
） 

倉
林
正
次
『
饗
宴
の
研
究
（
文
学
編
）』（
昭
和
四
十
四
年
一
月
、
桜
楓
社
刊
）

の
「
文
学
展
開
の
基
盤
と
し
て
の
饗
宴
」「
四　

詩
宴
」「
２　

詩
宴
の
本
義
」

に
、「
竟
宴
は
博
士
が
種
々
の
経
史
を
進
講
し
、
そ
の
終
わ
っ
た
時
、
ま
た

は
勅
撰
集
の
完
成
し
た
折
な
ど
様
々
な
場
合
に
、
開
催
さ
れ
た
祝
い
の
宴
の

こ
と
で
あ
る
。」
と
い
い
、
そ
の
模
様
を
具
体
例
か
ら
紹
介
し
て
い
る
。

（
７
） 『
史
記
』「
司
馬
相
如
列
伝
」
の
注
に
「
索
隠
案
、
秦
密
云
「
文
翁
遣
相
如
受

七
經
」。」
と
見
え
る
。

（
８
） 『
文
選
』
に
は
、「
子
虚
賦
」（
巻
七
「
畋
猟
上
」）
と
「
上
林
賦
」（
巻
八
「
畋

猟
中
」）
の
二
篇
に
分
け
て
所
載
さ
れ
る
。

（
９
）
揚
雄
に
「
長
楊
賦
」（『
文
選
』
巻
十
「
畋
猟
下
」）
の
作
が
あ
る
。

（
10
） 『
史
記
索
隠
』
に
、「
張
揖
云
『
喩
天
子
。』
向
秀
云
『
聖
人
在
位
，
謂
之
大

人
。』」
と
注
さ
れ
る
。『
漢
書
』「
司
馬
相
如
伝
」
に
も
、「（
顔
）
師
古
曰
『
大

人
、
以
諭
天
子
也
。
中
州
、
中
國
也
。』」
と
の
注
が
あ
る
。

（
11
） 「
題
駅
楼
壁
（
駅
楼
の
壁
に
題
す
）」（
243
）
の
題
下
に
、「
州
に
帰
る
の
次
、

播
州
明
石
駅
に
到
る
。
此
れ
自
り
以
下
八
十
首
、
京
自
り
更あ
ら
た

め
て
州
に
向

へ
る
と
き
に
作
る
」
と
あ
る
。

（
12
） 「
書
懐
寄
文
才
子
（
懐
ひ
を
書
し
て
文
才
子
に
寄
す
）」（
244
）
に
、「
聞
き
得

た
り
同
門
の
博
士
の
亡み
ま
かり
し
こ
と
を
」
と
詠
ぜ
ら
れ
る
。
菅
家
廊
下
の
出
身

者
だ
け
に
そ
の
驚
き
は
小
さ
く
は
な
い
。「
我
を
送
り
て
帰
る
時　

心
半
ば

は
死
に
た
り
」
と
詠
じ
て
い
る
。
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（
13
） 

司
馬
相
如
と
消
渇
疾
等
を
め
ぐ
る
中
国
詩
文
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
相
如
の

渇
き
」（「
節
令
」
第
八
期
、
一
九
八
八
年
九
月
、
節
令
社
刊
。
の
ち
『
流
謫

の
花―

中
国
の
文
学
と
生
活―

』
所
収
、
二
〇
〇
三
年
十
一
月
、
研
文
出
版

刊
）
に
論
究
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）『
晋
書
』「
王
徽
之
伝
」。

（
15
） 『
地
道
志
』
に
、「
梁
孝
王
東
苑
方
三
百
里
、
即
兔
園
也
。
多
植
竹
、
中
有
修

竹
園
。」
と
い
う
。『
史
記
』
の
「
梁
孝
王
世
家
」
に
は
、「
孝
王
、
竇
太
后

少
子
也
。
愛
之
、
賞
賜
不
可
勝
道
。
於
是
孝
王
築
東
苑
、
方
三
百
余
里
。」

と
あ
り
、「
竹
園
」
の
語
は
、
天
子
の
子
孫
を
も
意
味
す
る
。『
史
記
正
義
』

は
、『
括
地
志
』
に
「
兔
園
在
宋
州
宋
城
県
東
南
十
里
。」、
葛
洪
『
西
京
雑
記
』

に
「
梁
孝
王
苑
中
、（
略
）
諸
宮
観
相
連
、
奇
果
佳
樹
、
瑰
禽
異
獣
、
靡
不

畢
備
。
俗
人
言
、
梁
孝
王
竹
園
也
。」
と
見
え
る
こ
と
を
注
す
る
。
枚
乗
に

「
梁
王
兔
園
賦
」
が
あ
り
、「
修
竹　

檀
欒　

池
水
を
夾
む
」
の
句
が
あ
る
。

（
16
） 

袁
宏
「
三
国
名
臣
序
賛
」
に
詠
ま
れ
た
「
競
収
杞
梓
、
争
采
松
竹
。」
の
句

に
対
す
る
注
に
、「
松
竹
、
貞
堅
也
。
並
比
於
賢
人
。」
と
あ
る
。

（
17
） 「
孤
」
に
つ
い
て
は
、
高
兵
兵
「
菅
原
道
真
詩
に
見
ら
れ
る
「
孤
叢
」
と
い

う
表
現
を
め
ぐ
っ
て
」（
註
（
１
）
所
掲
の『
菅
原
道
真
論
集
』
所
載
）
に
考

察
が
あ
る
。

（
18
） 『
田
氏
家
集
』
巻
上
に
「
菅
著
作
、
漢
書
を
講
ず
。
門
人
会
し
て
礼
を
成
す
。

各　

史
を
詠
ず
」
と
あ
る
の
も
、
こ
の
貞
観
十
三
年
の
竟
宴
で
の
詠
作
と
考

え
ら
れ
る
。

（
19
） 「
講
書
之
後
、
戯
寄
諸
進
士
（
講
書
後
、
戯
れ
に
諸
進
士
に
寄
す
）」（
82
）

の
頷
聯
の
あ
と
に
は
、「
文
章
博
士　

材
に
非
ざ
る
は
居
ら
ず
。
吏
部
侍
郎

は
能
有
ら
ば
惟
れ
任
ず
。
余
が
祖
父
自よ

り
降
り
て
余
が
身
に
及
ぶ
ま
で
、
三

代
相
承
け
て
、
両
官
失
へ
り
し
こ
と
無
し
。
故
に
謝
詞
有
り
。（
文
章
博
士

非
材
不
居
。
吏
部
侍
郎
有
能
惟
任
。
自
余
祖
父
降
及
余
身
、
三
代
相
承
、
両

官
無
失
。
故
有
謝
詞
。）」
と
の
注
記
が
あ
る
。

（
20
） 

以
上
は
、
紀
長
谷
雄
の
「
後
漢
書
竟
宴
、
各
詠
史
、
得
龐
公
」
の
詩
序
（『
本

朝
文
粋
』
巻
九
）
に
依
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、『
田
氏
家
集
』
に
は
、

こ
の
竟
宴
で
島
田
忠
臣
が
「
蔡
邕
」
を
七
律
で
詠
じ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ

る
。

（
21
） 

出
石
誠
彦
『
支
那
神
話
伝
説
の
研
究
』（
一
九
四
三
年
十
一
月
、
中
央
公
論

社
刊
。
一
九
七
三
年
十
月
、
再
刊
）
に
、「
上
代
支
那
の
異
常
出
生
説
話
に

つ
い
て
」「
支
那
の
帝
王
説
話
に
対
す
る
一
考
察
」
と
い
う
皇
帝
の
異
常
出

生
説
話
に
つ
い
て
の
論
考
が
あ
る
。

（
22
）
長
文
に
渡
る
の
で
、
原
文
の
み
引
用
し
て
お
く
。

「
若
夫
詘
中
扶
一
、
天
度
之
起
可
知
。
記
事
篭
群
、
日
官
之
用
爰
立
。
故
堯

舜
盛
矣
、
尚
書
者
隆
平
之
典
。
周
道
衰
焉
、
春
秋
者
撥
乱
之
法
。
司
馬
遷
之

修
史
記
、
君
挙
無
遺
。
班
孟
堅
之
就
漢
書
、
国
経
終
建
。
逮
于
洛
陽
帝
里
、

劉
嬰
暫
拠
宮
城
。
建
武
王
春
、
更
始
纔
偸
甲
子
。
遂
撫
運
於
堯
胤
、
垂
徳

於
火
方
。
靚
我
風
雲
、
安
我
社
稷
者
、
斯
乃
光
武
中
興
之
主
也
。
雖
則
顕
宗

祗
承
、
使
後
之
言
事
者
、
争
先
永
平
之
政
、
然
而
孝
安
属
当
、
令
天
之
厭
徳

者
、
遂
至
王
度
之
粃
。
嗟
虖
、
四
百
之
年
、
図
書
絶
筆
於
孝
献
。
桓
霊
之
弊
、

礼
楽
墜
文
於
山
陽
。
諸
葛
亮
所
謂
親
小
人
、
遠
賢
士
、
是
所
以
後
漢
傾
頽
者

也
。
於
是
、
順
陽
范
蔚
宗
、
修
紀
伝
而
繋
日
月
、
巨
唐
太
子
賢
、
通
注
解
以

振
膏
肓
。
南
陽
故
事
、
雖
百
代
而
可
知
。
東
観
群
言
、
成
一
時
之
茂
典
。
易

日
、
観
乎
人
文
、
以
化
成
天
下
者
、
文
之
謂
哉
。
厳
君
知
斯
文
之
直
筆
、
味

斯
文
之
良
吏
、
遂
引
諸
生
、
校
授
芸
閣
。
蓋
仲
尼
閑
居
、
曾
子
侍
坐
。
思
道

之
事
、
自
古
存
。
観
其
人
之
吐
白
鳳
者
、
通
引
籍
以
先
來
、
世
之
踏
青
雲
者
、

待
撞
鐘
而
競
至
。
肩
舁
汗
簡
、
手
執
韋
編
。
或
不
覚
暴
雨
之
漂
流
、
或
不
知

坑
岸
之
顛
墜
、
豈
唯
士
安
高
尚
、
時
人
号
為
書
淫
。
元
凱
多
才
、
独
自
称
有

伝
癖
而
已
。
属
至
貞
観
六
年
甲
申
歳
、
八
月
十
五
日
、
訓
説
雲
披
、
童
蒙
霧

散
。
三
冬
用
足
、
百
篇
功
成
。
知
籯
金
之
仮
珍
、
感
琢
玉
之
真
器
。
稽
古
之

力
、
不
可
較
量
。
於
是
赤
帝
之
史
、
倚
席
於
白
帝
秋
。
三
千
之
徒
、
式
宴
于

三
五
之
日
。
厳
凉
景
気
、
方
酔
上
界
之
煙
霞
。
満
月
光
暉
、
咸
陳
中
庭
之
玉

帛
。
数
盃
快
飲
、
一
曲
高
吟
。
不
可
必
趁
瑤
池
。
不
可
必
臨
梓
沢
。
遊
宴
之
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盛
、
亦
復
如
是
。
子
墨
客
卿
、
翰
林
主
人
、
請
各　

分
史
、
以
詠
風
流
云
尓
。」

（
23
） 『
世
説
新
語
』「
徳
行
篇
」
第
二
話
に
引
く
『
典
略
』
に
、「
時
論
者
咸
云
、「
顔

子
復
生
」。（
時
に
論
ず
る
者
咸み
な

云
ふ
、「
顔
子　

復
た
生
ず
」
と
。）」
と
見

え
て
い
る
の
に
依
る
。
ま
た
、『
後
漢
書
』
に
い
う
「
叔
度
汪
汪

0

0

若
千
頃

0

0

陂
」

に
関
し
て
は
、
唐
の
李
瀚
の
『
蒙
求
』
の
標
題
に
は
「
黄
憲
万
頃

0

0

」
に
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
「
千
」
を
「
万
」
に
作
る
異
同
は
、
お

そ
ら
く
『
蒙
求
』
が
劉
宋
の
劉
義
慶
の
『
世
説
新
語
』「
徳
行
篇
」
の
記
述

に
依
っ
て
、
そ
の
「
万
頃
」
に
従
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

（
24
） 

元
慶
八
年
に
は
、
道
真
は
ま
た
藤
原
基
経
の
も
と
で
「
孝
経
」
を
講
じ
終
わ

り
、「
相
国
東
廊
、
講
孝
経
畢
。
各
分
一
句
、
得
忠
順
弗
失
而
事
其
上
（
相

国
の
東
廊
に
て
、
孝
経
を
講
じ
畢
る
。
各お
の

お
の
一
句
を
分
ち
、「
忠
順
失
は

ず
し
て
其
の
上
に
仕
ふ
」
を
得
た
り
）」（
146
）
の
詠
作
が
あ
る
こ
と
を
付
記

す
る
。
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Sugawara Michizane's Poems composed at a Kyoen Banquet

HORI Makoto

Born into a scholarly family, Sugawara Michizane was determined to fulfill his mission to suc-
ceed to his forebears’ learning and to the scholastic mantle of his clan.  Moreover, he was living in an 
environment where people constantly appraised his ability and worth, a situation which may be best 
described as his fate.  One can acquire some idea of his thoughts and feelings by reading the various 
poems that he composed on occasion, especially ones concerning lectures on Chinese classics and 
those concerning the composition of Chinese prose and verse, which depict Michizane’s thoughts and 
feelings with particular clarity. In the present discussion I attempt to shed some light on the thoughts 
and feelings of Michizane as a bearer of family tradition by focusing on the poems composed at a 
kyoen banquet (a banquet held when a lecture on a book is finished or when a book has been compiled) 
and on the historical figures described therein.

Michizane’s historical poems composed at kyoen banquets portray figures that appear in history 
books discussed in lectures and express his thoughts and feelings that reflect the stages of his life at 
which they were composed.  Liu Xiu, who revived Han, Sima Xiangru, the famous writer in the service 
of Wu-di of Han, Sima Qian, from a family that produced generations of historians, and Confucian 
scholars in the service of the emperor such as Huang Xian, Shusun Tong and Gongsun Hong were all 
eminent figures from their respective fields and from their respective periods in history.  Not only were 
the poems based on their bibliographies, the merits of these figures skillfully woven into them, but 
they also reflected Michizane’s thoughts and feelings, an aspect absent in an ordinary historical poem.  
As the poems were composed following a lecture, they provide an interesting clue not only to the po-
etic genius of Michizane himself but also to the scholarship and the tradition of poetry composing at 
banquets.
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